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岩
木
山
信
仰
と
領
主
権
力　

―

硫
黄
山
出
火
を
中
心
に―

白　

石　

睦　

弥

要
旨

　

岩
木
山
は
青
森
県
津
軽
地
域
に
聳そ

び

え
る
標
高
一
六
二
五
メ
ー
ト
ル
の
独
立
峰
で
あ

る
。
火
山
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
世
期
を
通
じ
て
火
山
活
動
は
見
ら
れ
る
も

の
の
、
大
規
模
な
被
害
や
死
者
を
と
も
な
う
火
山
性
災
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
な
い
。

　

岩
木
山
の
活
動
の
中
に
硫い

お
う
や
ま

黄
山
出
火
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
硫
黄
山
は
岩
木
山
南
西

の
嶺
、
湯
治
場
と
し
て
知
ら
れ
る
嶽だ

け

温
泉
の
上
部
に
あ
り
、
岩
木
山
を
描
い
た
絵
図
な

ど
に
そ
の
位
置
を
確
認
で
き
る
。
硫
黄
山
出
火
は
火
山
性
の
水
蒸
気
爆
発
な
ど
に
よ
っ

て
露
出
し
た
硫
黄
が
延
焼
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
際
的
に
城
下
町
や
在
方

の
、
人
が
居
住
し
て
い
る
地
域
に
ほ
と
ん
ど
影
響
は
無
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
弘

前
藩
は
こ
の
出
火
に
対
応
し
、
領
民
は
動
揺
を
見
せ
な
が
ら
も
そ
の
消
火
に
自
主
的
に

加
わ
っ
た
。
こ
の
様
子
は
「
金
木
屋
日
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
硫
黄
山
出
火
の
特
徴

は
、他
の
火
山
性
災
害
と
異
な
り
、領
民
の
尽
力
と
藩
主
の
威
光
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
岩
木
山
が
壊
滅
的
な
災
害
を
引
き
起
こ

さ
ず
、
鎮
火
に
至
っ
た
こ
と
は
、
弘
前
藩
の
権
威
を
維
持
す
る
上
で
大
い
に
役
立
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
岩
木
山
に
対
す
る
弘
前
藩
の
信
仰
は
代
々
厚
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
当

時
下お

り
い
の
み
や

居
宮
と
呼
ば
れ
た
岩
木
山
神
社
と
別
当
寺
で
あ
る
百ひ

ゃ
く
た
く
じ

沢
寺
の
維
持
管
理
と
い
っ
た

面
に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
四
代
藩
主
信
政
は
自
ら
神
式
で
岩
木
山
に
葬
ら
れ
、

こ
の
こ
と
も
岩
木
山
信
仰
と
弘
前
藩
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
。
現
在
も
岩
木
山
信
仰
圏

が
津
軽
領
と
重
複
し
て
お
り
、
近
世
期
か
ら
連
綿
と
そ
の
信
仰
が
続
い
て
い
た
こ
と
が

理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
信
仰
の
対
象
で
あ
る
岩
木
山
が
青
く
燃
え
る
様
は
、
弘
前

城
下
か
ら
も
確
認
で
き
、
領
民
に
は
動
揺
が
広
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
岩
木
山
の
変
事
を
は
じ
め
と
し
、
地
震
な
ど
の
災
害
、
蝦え

ぞ

ち
夷
地
出
兵
な

ど
の
国
家
的
危
機
に
際
し
て
、
下
居
宮
や
百
沢
寺
で
行
わ
れ
た
祈
祷
は
、
弘
前
藩
と
岩

木
山
が
内
外
の
危
機
か
ら
藩
領
す
な
わ
ち
藩
国
家
を
守
る
こ
と
を
明
示
し
、
そ
れ
は
藩

体
制
の
強
化
に
も
繋
が
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

岩
木
山
信
仰　

硫
黄
山
出
火　

弘
前
藩　

領
主
権
力

は
じ
め
に

一
、
岩
木
山
と
百
沢
寺
・
下
居
宮

二
、
岩
木
山
の
火
山
活
動
と
硫
黄
山
出
火

　
（
一
）
岩
木
山
の
火
山
活
動

　
（
二
）
硫
黄
山
出
火

　
（
三
）「
金
木
屋
日
記
」
に
見
る
硫
黄
山
出
火

三
、
弘
前
藩
の
祈
祷
と
岩
木
山
異
変

四
、
領
主
権
力
と
岩
木
山
の
統
制

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

　

岩
木
山
は
青
森
県
津
軽
地
域
に
聳そ

び

え
る
標
高
一
六
二
五
メ
ー
ト
ル
の
独
立
峰
で
あ

る
。
火
山
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
火
山
体
の
範
囲
は
東
西
約
一
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
南
北
約
一
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
占
め
、
津
軽
平
野
の
南
西
部
、
白
神
山

地
の
北
東
部
に
位
置
し
て
い
る
。

　

岩
木
山
の
形
成
時
期
は
、
ま
だ
正
確
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
新
生
代
第
四
紀
更

新
世
（
約
一
万
年
～
一
七
〇
万
年
前
）
中
頃
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代

は
全
国
的
に
火
山
活
動
が
激
し
か
っ
た
時
代
で
あ
り
、青
森
県
の
十
和
田
・
八
甲
田
山
、

恐
山
な
ど
も
活
動
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
は
じ
め
に
形
成
さ
れ
た
岩
木
山
は
、

古
岩
木
火
山
と
称
さ
れ
、
現
在
の
岩
木
山
と
は
形
状
が
異
な
る
。
現
在
の
三
峰
に
分
か

れ
た
富
士
形
の
美
し
い
山
形
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
縄
文
時
代
草
創
期
、

お
お
む
ね
一
万
二
〇
〇
〇
か
ら
九
〇
〇
〇
年
前
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
火
山
と
し
て
も
知
ら
れ
る
岩
木
山
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
近
世
期
に
火
山
災

害
に
よ
る
死
者
を
一
人
も
出
し
て
い
な
い
。

　

東
北
地
方
の
近
世
は
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）、
豊
臣
秀
吉
の
奥
羽
仕
置

に
は
じ
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
江
戸
幕
府
の
崩
壊
す
る
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
ま
で
の
約
三
〇
〇
年
間
、
岩
木
山
は
幾
度
か
の
噴
火
や
水
蒸
気
爆
発
、

鳴
動
を
は
じ
め
と
す
る
火
山
活
動
を
起
こ
し
て
い
る
が
、
史
料
記
述
上
こ
れ
に
よ
る
一

人
の
死
者
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　

一
般
に
歴
史
的
な
火
山
災
害
と
し
て
有
名
な
の
は
天
明
浅
間
山
噴
火
や
寛
政
期
の
島

原
大
変
（
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
・
山
体
崩
壊
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
）
な
ど
で
あ
ろ
う（

１
）

。

こ
れ
ら
の
火
山
災
害
で
は
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
家
畜
や
家
屋
、
田
畑
な
ど
生
活
・

生
業
に
携
わ
る
多
く
の
も
の
が
被
害
を
受
け
、
火
山
の
恐
ろ
し
さ
は
人
々
の
記
憶
や
記

録
に
長
く
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
池
上
良
正
氏
は
、
岩
木
山
の
活
発
な
火
山
活
動

は
「
人
々
に
強
い
恐
怖
を
与
え
、
邪
悪
的
霊
威
の
蠢し

ゅ
ん
ど
う動

を
想
像
せ
し
む
る
に
十
分
な
も

の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
地
震
や
火
山
へ
の
恐
怖
心
が
妖
気
的
で
秩
序
破

壊
的
な
神
格
の
存
在
を
想
像
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る（

２
）

。
し
か
し
、岩
木
山
に
つ
い
て
、

噴
火
や
被
害
の
記
録
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
降
灰
や
噴
煙
、
鳴
動
な
ど
の
記
録
が

わ
ず
か
に
散
見
で
き
る
程
度
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
か
っ
た
岩
木
山
の
火
山
活
動
で
あ
る
が
、
そ

の
中
に
「
硫
黄
山
出
火
」
と
記
さ
れ
る
特
徴
的
な
変
事
が
見
受
け
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、

こ
の
硫
黄
山
出
火
に
つ
い
て
、
そ
の
出
火
現
象
や
対
応
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ

を
手
が
か
り
に
、
岩
木
山
信
仰
と
の
関
係
か
ら
弘
前
藩
の
領
主
権
力
と
し
て
の
あ
り
方

や
領
民
支
配
・
統
制
の
様
子
を
検
討
し
た
い
。

一
、
岩
木
山
と
百
沢
寺
・
下
居
宮

　

小
舘
衷
三
氏
は
、
そ
の
著
書
『
岩
木
山
信
仰
史
』
の
中
で
、「
岩
木
山
に
対
す
る
信

仰
の
は
じ
ま
り
は
、
お
そ
ら
く
人
間
が
津
軽
に
住
み
は
じ
め
た
時
と
同
時
で
あ
ろ
う
」

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
大
森
勝
山
を
は
じ
め
と
す
る
考
古
遺
跡
や
古
い
伝
説
か
ら

も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う（

３
）

。

　

そ
の
信
仰
は
現
在
に
至
る
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
記
録
の
中
で

古
く
は
、
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
ま
た
は
同
一
一
年
（
七
八
〇
）
に
、
岩
木
山
頂
上
に

「
盤い

わ
き
の
み
や

椅
宮
」
を
建
て
、
三
峰
に
三
柱
の
神
々
を
祀
っ
た
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
の
他
、

岩
木
山
神
社
に
は
室
町
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
舞ぶ

が
く
め
ん

楽
面
（
一
部
、
青
森
県
重
要
文
化

財
）
や
、
永
正
年
間
の
銘
が
刻
ま
れ
た
釣つ

り
と
う
ろ
う

燈
篭
（
青
森
県
重
要
文
化
財
）
が
残
さ
れ
て

お
り
、
同
社
の
古
く
か
ら
の
存
在
を
裏
付
け
て
い
る（
４
）。

　

そ
の
後
、
近
世
を
経
て
、
近
代
に
入
る
と
、
岩
木
山
神
社
は
国
幣
小
社
と
な
り
、
そ
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れ
も
や
が
て
廃
止
さ
れ
る
が
、
現
代
・
現
在
に
至
っ
て
も
な
お
岩
木
山
と
岩
木
山
神
社

は
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
例
年
御
山
参
詣
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
う
。

　

一
般
的
に
地
域
社
会
に
お
い
て
霊
山
と
言
わ
れ
る
山
岳
は
、
日
帰
り
で
登
拝
が
可
能

で
山
容
の
眺
望
が
視
界
内
で
あ
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
第
一
次
信
仰
圏
を
形
成
す

る
。
ま
た
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
第
二
次
・
第
三
次
の
宗
教
圏
を
展
開
し
て
い
く
の
が
通

例
で
あ
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、
岩
木
山
の
信
仰
圏
は
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
信
仰
圏
形
態
を
取
ら
ず
、
遠

隔
地
に
お
け
る
代
参
講
の
成
立
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
岩
木
山
に
極
め
て

明
確
な
信
仰
圏
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
柳
川
啓
一
氏
ら
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
昭
和
二
七
年
と
同
二
九
年
に
旧
津
軽
領
内
で
御
山
参
詣
を
行
わ
な
い
町
村
は
一

つ
も
無
か
っ
た
と
い
う
。
逆
に
岩
木
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
て
も
、
旧
南
部
領
で
は
積

極
的
な
宗
教
活
動
が
認
め
ら
れ
ず
、
無
縁
の
山
と
言
っ
て
も
良
い
ほ
ど
で
あ
る（

５
）

。
現
代

に
お
い
て
も
な
お
見
ら
れ
る
近
世
期
津
軽
領
と
重
な
る
信
仰
圏
は
、
近
世
期
の
岩
木
山

信
仰
か
ら
受
け
継
が
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

近
世
に
お
い
て
、
現
在
の
岩
木
山
神
社
は
下お

り
い
の
み
や

居
宮
と
称
さ
れ
、
現
在
の
社
務
所
が
あ

る
場
所
に
は
百ひ

ゃ
く
た
く
じ

沢
寺
と
い
う
真
言
宗
の
寺
院
が
あ
り
、
別
当
寺
と
し
て
そ
の
管
理
を
一

任
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
五
山
と
し
て
弘
前
藩
の
統
制
下
に
置
か
れ
て
い
た
寺
院
に

支
配
管
理
さ
れ
て
い
た
下
居
宮
は
、
間
接
的
に
弘
前
藩
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
百
沢
寺
は
寺
領
四
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
、そ
の
た
め
檀
家
を
持
た
な
い
。
た
だ
し
、

子し
い
ん院

が
一
〇
坊
あ
り
、
下
居
宮
の
神
官
安
倍
氏
・
神
主
山
田
氏
と
共
に
、
山
門
へ
向
か

う
参
道
の
両
側
に
建
物
を
な
ら
べ
て
お
り
、
現
在
と
は
ず
い
ぶ
ん
様
子
が
違
っ
た
よ
う

だ（
６
）

【
図
１
】。

　
「
津
軽
一
統
志
」
に
よ
れ
ば
、
天
正
一
七
年
（
一
五
八
九
）
に
岩
木
山
の
噴
火
で
下

居
宮
の
諸
堂
は
焼
失
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
歴
代
藩
主
に
よ
っ
て
堂
社

は
再
建
や
修
復
が
繰
り
返
さ
れ
、
全
体
の
約
三
割
が
岩
木
山
に
関
す
る
災
害
発
生
年
か

図１　「下居宮境内図」（岩木山神社蔵）　福井敏隆氏作成
（青森県立郷土館編、地域総合展「岩木山展」展示解説書『岩木山』より転載）
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翌
年
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

近
世
期
津
軽
領
に
お
い
て
、
下
居
宮
を
支
配
管
理
す
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
岩
木
山
を

支
配
管
理
す
る
こ
と
は
、
弘
前
藩
の
ひ
と
つ
の
示
威
行
為
で
あ
り
、
以
上
の
よ
う
な
堂

社
の
建
造
・
再
建
・
修
復
は
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
下
居
宮
を
自
己
の
管
理
化

に
置
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
領
主
・
領
民
と
も
に
再
認
識
す
る
た
め
に
重
要
な
こ
と

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
【
表
１
】。

　

ま
た
、
下
居
宮
と
同
様
に
信
仰
さ
れ
た
神
社
に
高
照
神
社
が
あ
り
、
同
社
は
下
居
宮

の
ほ
ど
近
く
に
立
地
し
、
と
も
に
藩
政
期
岩
木
山
信
仰
の
両
翼
を
担
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
神
体
は
中
興
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
四
代
藩
主
津
軽
信
政
で
あ
り
、
彼
は
唯

一
神
道
の
吉
川
惟
足
に
も
師
事
し
て
奥
義
を
極
め
、「
高
照
霊
社
」の
神
号
を
授
け
ら
れ
、

死
後
は
神
式
で
葬
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
葬
ら
れ
た
高
岡
の
地
に
建
立
さ
れ
た
の
が
高
照

霊
社
で
、
神
社
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
神
仏
分
離
以
降
で
あ
り
、
明
治
期
に

は
藩
祖
為
信
も
合
祀
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
近
世
期
は
「
高
岡
様
」
の
呼
称
が
各
史
料

に
見
受
け
ら
れ
る
。
社
領
は
三
〇
〇
石
で
、
祭
司
役
な
ど
が
置
か
れ
、
藩
の
支
配
管
理

下
に
置
か
れ
た
。

　

後
述
の
安
政
三
年
硫
黄
山
出
火
に
際
し
て
、
硫
黄
山
を
封
印
し
た
の
が
山
役
人
と
百

沢
寺
の
役
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
硫
黄
山
の
管
理
は
百
沢
寺
に
任

さ
れ
て
お
り
、
黒
瀧
十
二
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
嶽
温
泉
の
管
理
も
同
寺
に
一
任
さ
れ
て
い

た
。
嶽
温
泉
へ
藩
主
が
湯
治
へ
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
藩
士
や
町
人
は
し

ば
し
ば
出
か
け
て
い
た
よ
う
で
、
藩
士
が
湯
治
の
許
可
を
取
っ
て
嶽
に
赴
い
た
り
、「
嵩

之
湯
江

弘
前
ハ
在
々
よ
り
参
候
入
湯
之
者
共
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
在
方
に
居
住
す

る
人
々
が
入
湯
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

７
）

。

　

こ
の
よ
う
に
、
岩
木
山
に
所
在
す
る
様
々
な
施
設
や
地
域
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の

管
理
支
配
が
百
沢
寺
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
岩
木
山
が
弘
前
藩
の
支
配
下
に
置

か
れ
て
い
た
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。

表１　歴代弘前藩主百沢寺・下居宮再建・修復等一覧
（青森県立郷土館編、地域総合展「岩木山展」展示解説書『岩木山』より改訂作表）

年代 内容 藩主（代）
慶長６年 1601 下居宮（現本殿）再建 為信（１）
慶長８年 1603 百沢寺大堂（現拝殿）再建 為信（１）
寛永５年 1628 山門建立 信枚（２）
寛永17年 1640 大堂建立 信義（３）
万治２年 1659 下居宮再建 信政（４）
寛文２年 1662 屋根葺替 信政（４）
貞享３年 1686 修復 信政（４）
元禄７年 1694 下居宮再建 信政（４）
享保４年 1719 山門（現楼門）葺替 信重（５）
享保９年 1724 精舎（大堂）造立 信重（５）

宝暦11年 1761 下居宮修復、玉垣屋根葺替、山門箱棟高欄・階子・
手摺・鐘楼修繕 信寧（７）

明和２年 1765 精舎造立 信寧（７）
享和３年 1803 山門修復 寧親（９）
文化元年 1804 下居宮修復 寧親（９）
天保12年 1841 神楽殿葺替 順承（11）
嘉永７年 1854 精舎建立 順承（11）
元治元年 1864 下居宮修復 承烈（12）
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二
、
岩
木
山
の
火
山
活
動
と
硫
黄
山
出
火

（
一
）
岩
木
山
の
火
山
活
動

　

近
世
か
ら
は
少
々
さ
か
の
ぼ
る
が
、
岩
木
山
の
火
山
活
動
の
中
で
、
最
も
古
い
と
考

え
ら
れ
る
記
録
は
、「
平
山
日
記
」
に
見
ら
れ
、「
正
月
廿
一
日
之
夜
光
物
4

4

岩
木
山
よ
り

出
テ
東
の
山
へ
飛
、神
鳴
4

4

之
様
ニ
而
人
皆
動
顚
仕
候
」
と
あ
り
、元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）

正
月
（
一
月
）
二
一
日
に
、
岩
木
山
か
ら
光
物
が
飛
び
、
人
々
が
動
転
し
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
光
物
が
「
神
鳴
（
雷
）」
の
よ
う
に
東
の
ほ
う
へ
飛
ん
だ
と
い
う
記
述
で
あ

る
が
、「
神
鳴4

」の
表
現
か
ら
察
す
る
に
鳴
動
を
と
も
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

火
山
の
噴
出
物
の
摩
擦
電
気
に
よ
る
火
山
雷（

８
）

と
い
う
現
象
が
あ
る
よ
う
で
、
こ
の
「
光

物
」
は
火
山
雷
と
捉
え
る
見
方
も
で
き
る
。

　

池
上
良
正
氏
は
、
こ
の
光
物
の
記
録
を
、
火
山
活
動
の
よ
う
な
自
然
的
原
因
に
還
元

し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
安
直
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

９
）

が
、
岩
木
山
か
ら
出
現
と
明

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
火
山
活
動
の
一
環
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
光
物
の
記
録
の
他
に
も
、水
蒸
気
爆
発
を
は
じ
め
と
す
る
噴
火
活
動
や
、

降
灰
な
ど
の
火
山
噴
出
物
の
記
録
、
鳴
動
や
地
震
な
ど
、
近
世
期
の
岩
木
山
は
多
様
な

火
山
活
動
を
見
せ
る
。
先
述
の
通
り
、
人
命
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
大
規
模
な
火
山

性
災
害
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
活
動
の
記
録
は
「
藩
庁
日
記
（
国
日
記
）」
や
、
そ
の

他
の
官
選
史
書
、
各
家
の
記
録
な
ど
に
見
受
け
ら
れ
る
【
表
２
】。

　

近
世
期
の
岩
木
山
の
火
山
活
動
は
、二
度
の
活
動
期
と
二
度
の
休
止
期
を
経
て
い
る
。

【
表
２
】
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
最
初
の
活
動
期
は
、
元
亀
二
年
の
発
光
に
は
じ

ま
り
、
慶
長
期
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
主
に
水
蒸
気
爆
発
な
ど
の
活
発
な
活
動
を
見
せ

る
。
こ
の
時
期
、
前
半
は
主
に
山
頂
と
鳥
の
海
火
口
、
後
半
で
は
湯
ノ
沢
火
口
で
の
活

動
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
休
止
期
は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
か
ら
明
和
七

年
（
一
七
七
〇
）
の
約
六
〇
年
間
で
あ
る
。
明
和
期
に
は
じ
ま
る
次
の
活
動
期
は
、
文

久
三
年
（
一
八
六
三
）
ま
で
続
き
、活
動
は
鳥
海
山
か
ら
湯
ノ
沢
方
面
が
主
体
と
な
る
。

そ
し
て
、
文
久
三
年
以
降
岩
木
山
は
現
在
に
至
る
ま
で
長
い
休
止
期
に
入
っ
て
い
る
。

（
二
）
硫
黄
山
出
火

　

さ
て
、
後
期
に
見
ら
れ
る
岩
木
山
の
変
事
の
中
で
も
特
徴
的
な
の
が
、
近
世
期
を
通

じ
て
幾
度
も
発
生
し
た
「
硫
黄
山
」
の
出
火
で
あ
る
。
硫
黄
山
は
、
そ
の
名
が
示
す
と

お
り
、
硫
黄
が
多
く
採
掘
さ
れ
る
場
所
で
、
現
在
の
湯
ノ
沢
上
部
に
あ
た
る
【
図
２
】。

こ
こ
で
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八=

明
治
元
年
）
の
史
料
で
は
あ
る
が
、「
岩
木
山
帳　

硫
黄
共
」
に
よ
り
、
硫
黄
採
掘
の
様
子
を
示
す
。

　

硫
黄
山
で
の
硫
黄
採
掘
は
附
木
屋
な
ど
の
商
人
ら
の
希
望
に
よ
っ
て
許
可
が
お
り
た

よ
う
で
、
採
掘
現
場
に
は
百
沢
寺
役
人
ら
が
付
き
添
っ
た
。
閏
四
月
の
採
掘
で
は
一
七

日
か
ら
二
三
日
ま
で
の
七
日
間
で
九
〇
匁
（
約
三
五
〇
グ
ラ
ム
）
の
硫
黄
を
採
掘
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
採
掘
し
た
硫
黄
に
つ
い
て
は
見
分
が
行
わ
れ
、
確
認
し
た
上

で
運
び
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
採
掘
が
終
了
す
る
と
、
現
場
を
「
封
印
」
し
て

下
山
し
た
。「
封
印
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、「
前
々
之
通
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
毎
回
封
印
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
お
そ
ら
く
無
許
可
で
の
採

掘
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
何
ら
か
の
方
法
で
硫
黄
山
に
簡
単
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
採
掘
に
つ
い
て
は
勘
定
奉
行
に
も
報
告
さ
れ
た
。

【
史
料
一
】「
岩
木
山
帳　

硫
黄
共
」
慶
応
四
年
閏
四
月

　
　
　
　
　
　

口
上
之
覚

　
　

�
乍
恐
以
口
上
書
申
上
候
、
私
共
岩
木
嵩
よ
り
硫
黄
穿
出
之
義
、
九
拾
匁
穿
出
、
馬

立
同
所
江

積
置
御
見
分
受
附
下
ヶ
相
済
申
候
、
此
如
御
断
り
奉
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　

辰
閏
四
月
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噴火年代 活動の形式 場所 放出物 その他（１） その他（２）

和
暦
（
年
）

西
暦

噴
火

水
蒸
気
爆
発

鳥
の
海

湯
の
沢

鳥
海
山―

湯
の
沢

山
頂

本
質

類
質

泥
流

硫
黄

温
泉

電
光

鳴
動

山
崩
れ

地
震

元亀２ 1571 ○ ○ ○

慶長２ 1597 ○ ○ ○

慶長５ 1600 ○ ○ ○ ○

慶長５ 1600 ○ ○ ○ ○ ○ ○

慶長９ 1604 ○ ○

慶長10 1605 ○ ○ ○

元和４ 1618 ○ ○ ○

寛永15 1638 ○ ○

寛永17 1640 ○ ○ ○ ○ ○

寛文７ 1667 ○ ○

寛文12 1672 ○ ○

寛文12 1672 ○ ○ ○ ○

貞享３ 1686 ○ ○ ○

元禄７ 1694 ○ ○ ○

宝永６ 1709 ○ ○

明和７ 1770 ○ ○

天明２ 1782 ○ ○ ○ ○

天明３ 1783 ○ ○ ○ ○

天明３ 1783 ○ ○ ○ ○

寛政２ 1790 ○ ○ ○

寛政５ 1793 ○ ○

寛政６ 1794 ○ ○

寛政11 1799 ○

寛政12 1800 ○ ○

文化４ 1807 ○ ○

天保４ 1833 ○ ○

弘化元 1844 ○ ○ ○ ○

弘化２ 1845 ○ ○

嘉永元 1848 ○ ○

安政３ 1856 ○ ○

文久３ 1863 ○ ○ ○

表２　弘前藩政期の火山活動一覧表
（宮城一男『火山のカルテ　津軽の岩木山』・『新編　弘前市史』通史編１、45 頁より改訂作表）
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図２　「岩木山図」
（弘前市立弘前図書館蔵八木橋文庫）

山頂付近に「硫黄平」の文字が見える。

図３　岩木火山周辺と等高線図
（『新編弘前市史』通史編１（自然・原始）より改訂作図）
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惣
附
木
屋
中

　
　
　
　

木
前
太
郎
助
様

　
　
　
　
　
　

覚

　
　

�

今
度
岩
木
山
硫
黄
岱
よ
り
附
木
屋
共
入
用
硫
黄
九
拾
匁
穿
出
中
立
合
被
仰
付
、
罷

越
百
沢
寺
役
人
弐
人
専
之
上
、
当
月
十
七
日
よ
り
廿
三
日
迄
、
不
残
穿
出
相
成
馬

立
同
所
江

積
立
借
家
逸
々
見
分
仕
候
、
尤
御
続
合
之
義
者
、
前
々
之
通
嵩
世
話
役

へ
削
り
取
申
付
硫
黄
岱
封
印
仕
候
、
則
附
木
屋
共
別
紙
相
添
此
如
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　

閏
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
前
太
郎
助

　
　
　
　

御
山
奉
行
様

　
　
　
　
　
　

勘
定
奉
行
中
様

　
　

�

紙
面
岩
木
嵩
よ
り
附
木
屋
共
入
用
硫
黄
取
出
中
山
役
人
壱
人
附
添
申
付
之
処
、
右

取
出
相
済
硫
黄
山
江

封
印
之
上
、
下
山
仕
候
旨
、
別
紙
之
通
申
出
候
付
、
御
聞
届

よ
り
仰
付
候
儀
、
此
如
申
上
候
、

　
　
　
　

閏
四
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
定
奉
行

　
（
後
略
）

　
【
図
３
】
に
示
し
た
通
り
、
後
述
の
金
木
屋
敬
之
の
居
住
地
で
あ
る
賀よ

し
た田

や
、
さ
ら

に
東
に
位
置
す
る
弘
前
城
下
か
ら
も
出
火
の
様
子
は
確
認
で
き
た
と
考
え
ら
れ
、
安
政

三
年
の
出
火
の
際
に
は
、
風
向
き
に
よ
っ
て
弘
前
ま
で
硫
黄
の
焼
け
る
に
お
い
が
漂
っ

て
き
た
と
い
い
、
ま
た
煙
の
立
ち
上
る
様
子
も
麓
の
賀
田
だ
け
で
な
く
、
弘
前
か
ら
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
炎
上
す
る
炎
は
昼
間
は
に
お
い
の
強
い
煙
に
包
ま
れ
て
見

え
ず
、
夜
に
な
る
と
青
色
の
炎
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。

　

信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
岩
木
山
が
青
く
燃
え
る
様
子
は
、
領
内
の
人
々
に
動
揺

を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
質
的
な
被
害
は
無
く
と
も
、
津
軽
領
に
お
い
て
岩

木
山
の
変
事
は
重
大
な
事
件
で
あ
り
、
山
が
焼
け
る
と
い
う
現
象
は
人
々
に
畏
怖
心
を

抱
か
せ
、
そ
れ
以
上
の
災
害
や
変
事
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

出
火
地
点
の
硫
黄
山
は
領
民
の
居
住
区
域
か
ら
も
、弘
前
城
下
か
ら
も
距
離
が
あ
り
、

人
々
が
被
害
を
受
け
る
可
能
性
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
藩
庁
の
役
人
だ
け
で

な
く
、
近
隣
の
各
組
の
人
夫
が
か
り
出
さ
れ
、
消
火
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
居
住
区
に

被
害
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
危
険
を
冒
し
て
消
火
活
動
を
行
う
様
子
か
ら
、
硫
黄
山

出
火
つ
ま
り
岩
木
山
が
燃
え
る
と
い
う
こ
と
が
、
領
民
に
と
っ
て
特
別
な
事
態
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
方
式
で
、
硫
黄
の

燃
え
る
煙
が
立
ち
こ
め
る
中
で
人
々
は
消
火
活
動
を
行
い
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
最
終

的
に
は
鎮
火
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
『
御
用
格
』
で
は
、
こ
の
硫
黄
山
出
火
は
「
山
火
事
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る（

（（
（

が
、

こ
の
出
火
は
火
山
性
の
水
蒸
気
爆
発
な
ど
に
と
も
な
っ
て
発
生
し
た
火
災
の
よ
う
だ
。

自
然
の
脅
威
に
対
し
、
し
か
も
実
質
的
な
被
害
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
労

働
力
を
使
い
人
海
戦
術
で
消
火
活
動
を
行
う
様
子
は
、
こ
の
火
災
が
必
ず
消
火
さ
れ
な

4

4

4

4

4

4

4

け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
実
質
的
な

被
害
が
無
い
場
合
に
消
火
活
動
を
行
う
の
は
些
か
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
が
、
岩
木
山
変
事
を
鎮
め
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
弘
前
藩
に
と
っ
て
も
領
民
に
と
っ

て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

硫
黄
山
の
出
火
は
、
近
世
後
期
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
以
前
の
元
禄

年
間
に
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
、
次
い
で
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
も
同
様
の
出
火
が

見
ら
れ
る
。『
津
軽
俗
説
選（

（（
（

』
に
よ
れ
ば
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
時
に
は
、
湯

ノ
沢
の
硫
黄
坑
の
近
く
に
新
た
な
噴
火
口
が
で
き
、
そ
の
た
め
硫
黄
坑
の
硫
黄
が
延
焼

し
は
じ
め
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
同
じ
場
所
で
何
度
も
出
火
し
、
そ
の
都
度
火
消
や
防
方
の
面
々
が
出
動
し
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て
い
る
。「
出
火
一
件（

（（
（

」
に
記
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
も
、
八
度
の
出
火
が
確
認
で
き
、

寛
政
六
年
に
新
た
な
噴
火
口
が
で
き
て
か
ら
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
環
境
で
あ
っ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
【
表
３
】
は
「
出
火
一
件
」
に
見
え
る
硫
黄
山
出
火
に
つ
い
て
一
覧
に
し
た
も
の
で

あ
る
。「
出
火
一
件
」
に
見
え
る
硫
黄
山
出
火
は
、
寛
政
一
二
年
か
ら
安
政
三
年
の
合

計
八
回
で
、
寛
政
一
二
年
の
前
が
「
去
ル
寅
年
三
月
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
寛
政

六
年
（
一
七
九
四
）
三
月
に
も
一
度
出
火
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
は
『
津
軽

俗
説
選
』
の
記
述
と
一
致
す
る
。
発
生
日
は
、
二
月
末
か
ら
四
月
の
間
に
集
中
し
て
お

り
、
決
ま
っ
て
春
先
に
発
生
し
て
い
た
よ
う
だ
。
延
焼
範
囲
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
三

件
の
み
で
あ
る
が
、
長
さ
と
幅
が
そ
れ
ぞ
れ
数
十
間
と
い
っ
た
、
か
な
り
広
範
囲
の
も

の
が
多
く
、
最
も
範
囲
が
広
く
示
さ
れ
て
い
る
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
出
火
の
時

は
、
東
西
五
〇
間
（
九
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
）、
南
北
八
〇
間
（
一
四
五
・
五
メ
ー
ト
ル
）

の
面
積
が
延
焼
し
た
よ
う
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
火
で
出
動
し
た
役
職
も
記
さ
れ
、
各
奉

行
衆
か
ら
物
頭
、
目
付
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
人
員
が
投
入
さ
れ
、
寛
政
一
二
年
の
際

は
人
夫
が
八
〇
〇
人
位
も
動
員
さ
れ
た
。「
金
木
屋
日
記
」
に
は
、
安
政
三
年
出
火
の

際
に
一
五
〇
人
分
の
賄
い
を
申
し
つ
け
ら
れ
る
様
子
が
あ
り
、
各
回
で
一
五
〇
人
か
ら

数
百
人
単
位
の
消
火
人
員
が
動
員
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）「
金
木
屋
日
記
」
に
見
る
硫
黄
山
出
火

　

こ
の
硫
黄
山
出
火
の
消
火
活
動
に
つ
い
て
は
、
安
政
三
年
出
火
へ
の
対
応
の
様
子
を

「
金
木
屋
日
記
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

金
木
屋
又
三
郎
敬
之
が
岩
木
山
の
異
変
に
気
づ
い
た
の
は
、
安
政
三
年
四
月
一
八
日

の
こ
と
で
あ
る
。
明
け
方
岩
木
山
を
見
て
み
る
と
、
長
海
山
（
鳥
海
山
）
下
の
中
腹
の

陰
か
ら
黒
煙
が
立
ち
上
り
、
岩
木
山
の
嶺
へ
覆
い
か
か
る
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
は

じ
め
、
敬
之
は
一
昨
夜
に
発
生
し
た
「
萱
焼
ケ
」
の
焼
け
残
り
で
は
な
い
か
と
考
え
て

表３　「岩木山嵩硫黄山出火一件」に見える出火一覧

出火 記述日 西暦 延焼範囲 火消・防方対応 「御威光」
の記載 祈祷の記載長さ 幅

1 （寛政６年） ３月 － 1794 － － － － －

2 寛政12年 4月17日 4月18・19日 1800 30間 
（80間）

7間 
（40間）

当寺（百沢寺）役人・庄屋
（それぞれ人夫） 
駒越組・高杉組、そのほか
組々人夫（800人位）

ひとりも
怪我なし 国家安全

3 文化4年 2月22日 2月22・23日 1807 － － 嵩世話役より申出 昼頃まで
に相鎮 なし

4 文化10年 3月11日 御日記役より 1813 － －
郡奉行・山奉行・御目付 
大目付・大組物頭・諸手物
頭・御目付

なし なし

5 文化10年 （3月ヵ）25日 御日記役より 1813 － －
郡奉行・山奉行 
諸手物頭・御持筒物頭・御
目付

なし なし

6 文政6年 4月11日 御日記役より 1823 － － 御代官両人・御目付 
組頭・御用人・諸手物頭 なし なし

7 文政11年 3月22日 御日記役より 1828 － － 郡奉行・山奉行・両目付・寺
社役 なし なし

8 嘉永2年 4月3日 4月3・4日 1849

10間 
（50間） 
（100間）

5間 
（15間） 
（50間） 嵩世話役より申出 

郡奉行・山奉行・両目付 なし なし
最終的に、東西
50間、南北80間

9 安政3年 4月17日
4月17・18・
20・21日、
6月12・14日

1856

10間 
（30間）

5間 
（80間） 嵩世話役より申出 

山役人及び当寺（百沢寺）
役人にて封印

なし 鎮火 
（自分物入）東西30間、南北

80間、深さ2～3尺
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い
た
よ
う
だ
か
、風
が
静
ま
り
煙
が
嶺
か
ら
離
れ
高
く
立
ち
上
る
様
子
を
見
る
に
つ
け
、

も
し
や
「
硫
黄
岱
」
が
燃
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

鳥
海
山
の
下
中
腹
、
湯
ノ
沢
あ
た
り
の
硫
黄
山
の
存
在
は
領
民
に
も
認
め
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
、
煙
が
立
ち
上
る
様
子
を
見
て
硫
黄
山
出
火
に
思
い
が
至
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、

出
火
が
度
々
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
結
局
、「
い
よ
い
よ
硫
黄
岱
ニ 

無　（
ル
ビ
筆
者
）

相
そ
う
い
な
し違

」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
敬
之
の
懸
念
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

【
史
料
二
】「
金
木
屋
日
記
」
安
政
三
年
四
月
一
八
日
条

　
　

�（
前
略
）
前
書
岩
木
山
の
煙
り
、
い
よ
い
よ
硫
黄
岱
ニ
無
相
違
、
一
丁
田
よ
り
人

足
数
人
、
不
残
水
桶
を
一
ツ
ツ
ヽ
、
か
つ
こ
俵
ニ
入
、
背
追
参
候
、
段
々
承
候
処
、

昨
日
よ
り
い
ぶ
り
、
昨
暮
ニ
及
、
青
く
火
、
湯
段
よ
り
相
見
得
候
ニ
付
、
嶽
江

も

知
ら
せ
、
又
駒
越
組
樋
ノ
口
役
所
へ
も
注
進
致
候
由
、
尤
嶽
ニ
而
者
、
百
沢
寺
へ

注
進
、
百
沢
寺
よ
り
寺
社
方
・
山
方
へ
注
進
、
夫
よ
り
騒
出
し
、
駒
こ
し
組
ハ
人

足
被
仰
付
、
夜
中
よ
り
百
沢
人
足
共
出
、
百
沢
役
人
太
田
源
司
殿
付
添
の
上
、
目

屋
よ
り
も
人
足
出
候
へ
共
、
消
不
申
候
、
追
々
近
組
、
高
杉
組
・
藤
代
組
・
和
と

く
組
迄
人
足
被
仰
付
、
高
屋
賀
田
家
并
ニ
人
足
出
候
、
此
方
ニ
而
勇
次
郎
出
、（
後

略
）

　
【
史
料
二
】
に
も
見
え
る
と
お
り
、
硫
黄
山
は
前
日
（
一
七
日
）
か
ら
燻
り
出
し
、

湯
段
か
ら
青
い
炎
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
連
絡
系
統
は
ス
ム
ー
ズ
に
働
い
た
よ

う
で
、
当
日
の
う
ち
に
藩
庁
ま
で
出
火
の
情
報
が
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
出
火
を
確
認
し

た
湯
段
か
ら
、
ま
ず
は
嶽
と
、
駒
越
の
樋
ノ
口
役
所
へ
通
達
が
あ
り
、
次
に
嶽
か
ら
百

沢
寺
、
百
沢
寺
か
ら
弘
前
藩
の
寺
社
方
と
山
方
の
役
人
へ
報
告
さ
れ
た
。
連
絡
を
受
け

た
藩
庁
は
、
夜
中
の
う
ち
に
人
足
の
出
動
を
要
請
し
、
麓
の
駒
越
組
や
目
屋
（
現
西
目

屋
村
）
か
ら
の
人
足
が
百
沢
へ
出
向
き
、
消
火
活
動
を
行
っ
た
。
翌
日
に
至
っ
て
は
、

麓
の
一
町
田
（
現
弘
前
市
一
町
田
）
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
組
々
へ
も
人
足
の
出
動
が

申
し
つ
け
ら
れ
、
賀
田
（
同
賀
田
）
に
お
い
て
も
、
高
屋
な
ど
か
ら
人
足
を
出
し
、
金

木
屋
で
も
勇
次
郎
を
人
足
と
し
て
遣
わ
し
た
よ
う
だ
。

　

近
世
の
消
火
用
具
は
幕
末
に
至
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
発
達
し
て
お
ら
ず
、
町
中
で
発
生

し
た
火
災
に
つ
い
て
も
消
火
活
動
は
延
焼
防
止
の
破
壊
消
火
・
防
火
が
主
な
も
の
で
あ

り
、
総
出
で
水
を
か
け
る
し
か
積
極
的
な
消
火
の
方
法
は
無
か
っ
た
。
安
政
三
年
時
の

硫
黄
山
出
火
に
際
し
て
も
藩
の
役
人
ら
が
指
揮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
高
度
な
消
火

活
動
は
で
き
ず
、
一
町
田
か
ら
の
人
足
ら
は
水
桶
を
一
つ
ず
つ
「
か
つ
こ
俵
」
に
入
れ

て
背
負
い
、
現
場
へ
向
か
っ
た
。

【
史
料
三
】「
金
木
屋
日
記
」
安
政
三
年
四
月
一
八
日
条

　
　

�（
前
略
）
人
足
共
四
通
ニ
立
並
び
、
沢
を
切
留
、
土
を
入
、
泥
を
ね
り
、
右
を
水

桶
へ
入
手
渡
し
段
々
は
こ
び
懸
候
よ
し
、
か
ら
桶
も
段
々
手
渡
し
ニ
相
下
ケ
候
よ

し
、
風
有
て
煙
参
り
候
へ
者
、
逃
退
逃
退
し
て
消
候
よ
し
、
匂
ひ
ニ
困
入
候
よ
し
、

風
の
廻
り
ニ
而
、
此
辺
迄
も
匂
ひ
候
事
も
有
之
候
よ
し
、（
後
略
）

　

現
場
に
つ
い
て
か
ら
、
人
足
ら
は
四
列
に
並
び
、
沢
を
せ
き
止
め
て
土
を
入
れ
て
泥

を
練
り
、
水
桶
に
入
れ
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
要
領
で
消
火
活
動
を
行
っ
た
ら
し
い
。
硫

黄
が
燃
え
て
い
る
た
め
、
に
お
い
の
強
い
有
毒
な
煙
が
発
生
し
、
そ
の
煙
を
避
け
な
が

ら
の
消
火
は
難
航
し
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
人
足
だ
け
で
な
く
藩
の
役
人
ら
も
現
場
へ
赴
い
た
よ
う
で
、
一
八
日
に
は
山

奉
行
・
勘
定
奉
行
・
町
奉
行
・
郡
奉
行
な
ど
の
ほ
か
、
物
頭
や
町
火
消
・
町
同
心
ら
も

現
場
へ
向
か
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
深
夜
か
ら
消
火
活
動
に
あ
た
っ
て
い
た
人
々
も
食
事
を
取
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
こ
の
炊
き
出
し
に
つ
い
て
、
賀
田
の
庄
屋
が
賄
い
を
一
五
〇
人
前
も
申
し
つ
け
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ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
庄
屋
が
不
在
で
あ
っ
た
た
め
に
、
一
時
は
金
木
屋
へ
そ
の
負

担
が
転
嫁
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
敬
之
は
必
至
に
自
分
で
は
な
く
庄
屋
へ
申
し

付
け
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
み
込
み
、そ
の
後
庄
屋
が
出
先
か
ら
戻
っ
て
き
た
事
も
あ
り
、

結
局
、
炊
き
出
し
は
庄
屋
が
請
け
負
う
事
に
な
っ
た
。
請
け
負
う
と
言
っ
て
も
、
ひ
と

つ
の
家
で
全
て
の
炊
き
出
し
を
行
う
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
庄
屋
は
敬
之
に
二
斗
の
米

を
炊
き
出
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
、
追
っ
て
そ
れ
で
は
不
足
で
あ
る
た
め
、
さ
ら
に

二
斗
を
追
加
し
、
金
木
屋
だ
け
で
も
四
斗
の
米
が
握
り
飯
に
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し

て
完
成
し
た
賄
い
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
現
場
へ
運
ぶ
た
め
の
馬
が
な
か
な
か
や
っ
て
こ

ず
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

現
場
で
は
、夕
暮
れ
頃
既
に
出
火
は
消
し
止
め
ら
れ
、町
火
消
を
は
じ
め
と
す
る
町
々

の
者
ら
は
次
々
に
下
山
し
は
じ
め
、
鎮
火
の
正
式
な
報
告
が
な
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、

町
火
消
は
残
ら
ず
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
敬
之
は
「
此
度
之
義
ハ
、
一
昼
夜
ニ
而
鎮
火
ニ

相
成
、
難あ

り
が
た
き有

事
　（
ル
ビ
筆
者
）也（

（（
（

」
と
記
し
て
い
る
が
、
賄
い
が
大
量
に
余
っ
て
し
ま
い
、
庄
屋
の
家

で
は
難
儀
し
て
い
る
。

　

鎮
火
後
行
わ
れ
た
見
聞
の
情
報
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
敬
之
は
「
硫
黄
焼
候
場

所
、
書
上
ケ
表
内
、
三
十
間
ニ
八
十
間
、
燃
候
よ
し（

（（
（

」
と
記
し
て
お
り
、「
出
火
一
件
」

と
同
じ
数
値（

（（
（

が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
木
屋
が
入
手
し
た
情
報
は
か
な
り
正
確

な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
延
焼
の
様
子
に
つ
い
て
も
、
一
円
に
燃
え
た

わ
け
で
は
な
く
、
所
々
ぼ
つ
ぼ
つ
と
燃
え
、
火
が
流
れ
て
燃
え
て
行
っ
た
様
子
や
、
夜

に
な
る
と
青
い
火
が
見
え
た
こ
と
、
煙
の
に
お
い
が
ひ
ど
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
細
か
く

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
同
日
記
に
は
「
駒
こ（

越
）し

組
先
例
之
通
一
番
懸
、
御
代
官
様
御
出
大
ニ
人
夫
共

相
働
キ
相
消
候
よ
し
、
能よ

く

働
候
村
江々

ハ
御
褒
美
も
有こ

れ
あ
り之

候
よ

　（
ル
ビ
筆
者
）し（

（（
（

」
と
記
さ
れ
、
硫
黄

山
出
火
に
際
し
、駒
越
組
は
先
例
と
同
様
に
一
番
乗
り
で
消
火
に
駆
け
つ
け
た
と
あ
る
。

ま
た
消
火
に
際
し
て
よ
く
働
い
た
村
々
に
は
、
藩
庁
か
ら
の
「
御
褒
美
」
が
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
硫
黄
山
出
火
の
消
火
活
動
は
褒
賞
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
褒

美
の
内
容
は
、
駒
越
の
五
村
に
そ
れ
ぞ
れ
酒
代
一
〇
〇
疋
ず
つ
で
あ
っ
た
。

三
、 

弘
前
藩
の
祈
祷
と
岩
木
山
異
変

　
【
表
４
】
で
は
、
下
居
宮
と
百
沢
寺
関
連
の
祈
祷
記
事
を
整
理
し
た
。
藩
主
家
関
係

の
病
気
平
癒
な
ど
の
祈
祷
（
①
）
は
当
然
最
も
多
く
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
次

い
で
多
い
の
が
出
汗
に
つ
い
て
の
祈
祷
（
⑦
）
で
あ
る
。

（
１
）
出
汗
に
つ
い
て
の
祈
祷
（
⑦
）

　

仏
像
の
出
汗
現
象
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は
外
気
の
変
化
に
よ
り
結
露
が
生
じ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
当
時
は
重
大
な
変
事
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
度

に
藩
庁
へ
報
告
が
な
さ
れ
、
藩
庁
か
ら
申
し
つ
け
ら
れ
る
他
に
も
自
分
物
入
（
自
己
負

担
）
な
ど
で
祈
祷
を
行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
出
汗
に
つ
い
て
は
何
度
も
発
生
し
て
い
る
せ
い
か
、
先
例
の
通
り
祈
祷

を
行
う
よ
う
指
示
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。『
御
用
格
』
で
見
ら
れ
る
出
汗
記
事
の
中
で

も
、
古
懸
不
動
尊
（
現
平
川
市
碇
ヶ
関
村
、
国
上
寺
）
の
出
汗
は
多
く
見
ら
れ
る
事
例

の
一
つ
で
あ
る
。【
史
料
四
】
は
、
古
懸
不
動
尊
の
出
汗
に
際
し
て
申
し
つ
け
ら
れ
た

祈
祷
の
事
例
で
あ
る
が
、
岩
木
山
下
居
宮
や
百
沢
寺
に
関
す
る
他
の
祈
祷
記
事
と
比
較

し
て
、
非
常
に
簡
潔
に
記
さ
れ
て
お
り
、
重
視
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
、
国
家
的
な

危
機
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
重
要
事
項
と
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
基
本
的
に
は
、
武
運

長
久
や
国
家
安
全
と
い
っ
た
国
家
的
な
危
機
に
際
し
て
行
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
祈
祷

と
同
時
に
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
出
汗
単
独
の
祈
祷
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
保

九
年
の
岩
木
山
本
尊
出
汗
に
際
し
て
は
、
武
運
長
久
の
祈
祷
も
同
時
に
行
わ
れ
て
お
り

－ 166 －



岩木山信仰と領主権力　―硫黄山出火を中心に― 12

51 文化12年 6月7日 1815 風雨順時（天気不正ニ付） ② 五山（百沢寺） 五山 第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能

52 文化12年 6月17日 1815 風雨順時（天気不正ニ付） ② 下居宮 長勝寺 第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能

53 文化14年 5月10日 1817 妙見堂祈祷 ⑨ 百沢寺 最勝院名代 第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能

54 寛政4年 12月29日 1792 武運長久・国家安全（度々地
震ニ付）

④
⑤
⑧

五山（百沢寺）
五山・神明・八幡・猿賀・
薬王院・長勝寺・報恩寺・
本行寺・御館神社司・四
社・大円寺・大行院

第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能

55 寛政4年 4月27日 1792 道中安全 ③ 五山（百沢寺） 五山 第１次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

56 寛政4年 10月14日 1792 月並祈祷御守札 ⑨ 五山（百沢寺） 五山 第１次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

57 享和3年 閏正月8日 1803 雅之助様御疱瘡ニ付安全祈
祷 ① 五山（百沢寺） 五山 第１次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

58 享和3年 6月朔日 1803 尾（屋ヵ）形様・御前様・政姫
様麻疹安全祈祷 ① 五山（百沢寺） 五山 第１次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

59 享和4年 6月2日 1804 屋形様麻疹 ① 百沢 高岡・古懸・大日堂 第１次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

60 文化14年 3月29日 1817 安藤對馬守様御奥様全快祈
祷 ① 百沢寺 第１次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

61 文化14年 11月20日 1817 御年筮・御祈祷 ⑨ 百沢寺 最勝院代理 第１次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

62 天保3年 11月24日 1832 怘懸不動尊出汗 ⑦ 五山（百沢寺） 五山 第２次追録本 巻8-1 寺社 御出汗附時鐘共

63 天保8年 10月18日 1837 百沢下居宮・大堂本尊出汗 ⑦ 下居宮・五山（百
沢寺） 五山 第２次追録本 巻8-1 寺社 御出汗附時鐘共

64 天保9年 正月17日 1838 大堂岩木山御本尊出汗（為国
恩）・武運長久

⑦
④ 百沢寺 第２次追録本 巻8-1 寺社 御出汗附時鐘共

65 天保7年 8月7日 1836 御蔵石硫黄噴出に付 ⑧ 百沢寺 第２次追録本 巻8-1 寺社 堂社鳴動

66 天保9年 正月17日 1838 大堂岩木山御本尊出汗（為国
恩）・武運長久

⑦
④ 百沢寺 第２次追録本 巻8-1 寺社 御祈祷

67 天保10年 2月13日 1839 百沢下居宮・大堂本尊出汗 ⑦ 下居宮・五山（百
沢寺） 五山 第２次追録本 巻8-2 寺社 御出汗附時鐘共

68 天保13年 10月21日 1842 百沢下居宮・大堂本尊出汗 ⑦ 下居宮・五山（百
沢寺） 五山 第２次追録本 巻8-2 寺社 御出汗附時鐘共

69 天保11年 正月10日 1840 百澤寺大堂本地仏出汗 ⑦ 百沢寺 第２次追録本 巻8-2 寺社 御出汗附時鐘共

70 天保11年 正月8日 1840 百澤寺大堂本地仏出汗 ⑦ 下居宮 第２次追録本 巻8-2 寺社 御出汗附時鐘共

71 天保11年 10月15日 1840 怘懸不動尊出汗 ⑦ 五山（百沢寺） 五山 第２次追録本 巻8-2 寺社 御出汗附時鐘共

72 天保11年 11月3日 1840 百沢下居宮御惣体出汗 ⑦ 下居宮 （当正月之通） 第２次追録本 巻8-2 寺社 御出汗附時鐘共

73 弘化4年 2月22日 1847 下居宮出汗 ⑦ 百沢寺 第２次追録本 巻8-2 寺社 御出汗附時鐘共

74 天保12年 12月5日 1841 下居宮御惣体出汗 ⑦ 下居宮・五山（百
沢寺） 五山 第２次追録本 巻8-2 寺社 御出汗附時鐘共

75 天保12年 12月5日 1841 怘懸不動尊出汗 ⑦ 五山（百沢寺） 五山 第２次追録本 巻8-2 寺社 御出汗附時鐘共

76 弘化2年 3月8日 1845 岩木山金倉より硫黄湧 ⑧ 下居宮 第２次追録本 巻8-2 寺社 御出汗附時鐘共

77 天保13年 6月5日 1842 日和揚（天気不正ニ付） ② 五山（百沢寺） 五山 第２次追録本 巻8-2 寺社 御祈祷

78 天保13年 3月27日 1842 月並祈祷御守札 ⑨ 五山（百沢寺） 五山 第２次追録本 巻8-2 寺社 御祈祷

79 弘化2年 3月7日 1845 岩木山硫黄気吹出 ⑧ 下居宮 第２次追録本 巻8-2 寺社 御祈祷

80 文政8年 12月21日 1825 銑姫様疱瘡安全祈祷 ① 五山（百沢寺） 五山 第２次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

81 文政9年 10月17日 1826 洗姫時疫罹患 ① 五山（百沢寺） 五山・両社 第２次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

82 文政11年 10月17日 1828 御内証様大病 ① 五山（百沢寺） 五山・最勝院 第２次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

83 安政4年 正月9日 1857 百沢大堂須弥壇内陣共残ら
ず露吹、御神鏡曇る ⑦ 下居宮・大堂・五

山（百沢寺） 五山 第３次追録本 巻8 寺社 御出汗附時鐘共

84 安政元年 閏7月29日 1854 怘懸不動尊出汗 ⑦ 五山（百沢寺） 五山 第３次追録本 巻8 寺社 御出汗附時鐘共

85 嘉永元年 6月4日 1848 風雨順時（天気照続ニ付） ② 百沢下居宮・大
堂 長勝寺 第３次追録本 巻8 寺社 御祈祷

86 安政元年 閏7月朔日 1854 御姫様平癒 ① 五山（百沢寺）・
下居宮 五山 第３次追録本 巻8 寺社 御祈祷

87 安政元年 閏7月29日 1854 怘懸不動尊出汗 ⑦ 五山（百沢寺） 五山 第３次追録本 巻8 寺社 御祈祷

88 安政6年 9月14日 1859 暴瀉流行、上々様安全祈祷 ① 五山（百沢寺） 五山 第３次追録本 巻8 寺社 御祈祷

89 嘉永4年 9月24日・
25日 1851 金姫様病気平癒 ① 五山（百沢寺） 五山・両社・横内妙見宮 第３次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

90 安政2年 7月23日 1855 若殿様不例 ① 百沢大堂 高岡御宮 第３次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

91 安政3年 8月9日 1856 御姫様不例、平癒祈祷 ① 五山（百沢寺） 五山・両社 第３次追録本 巻9 寺社 上々様御祈祷

① 藩主家関係 29 31.9%

② 五穀成就・五穀豊穣・日和揚など 17 18.9%

③ 道中安全 3 3.3%

④ 武運長久 5 5.5%

⑤ 国家安全 4 4.4%

⑥ 蝦夷地警備関係 0 0.0%

⑦ 出汗 22 24.2%

⑧ 災害 7 7.7%

⑨ その他 11 12.1%

※表４の記事は『御用格』の表記通りの順序のため、編年順でない。
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表４　『御用格』に見える下居宮・百沢寺祈祷
№ 年月日 祈祷内容 執行 同時に祈祷を執行した寺社 出典

1 明和9年 2月21日 1772 御廻船無難 ⑨ 下居宮 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

2 安永8年 8月26日 1711 諸難消除（聖天尊浴油供） ⑨ 百沢寺 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

3 天明2年 6月9日 1782 五穀成就 ② 百沢寺 最勝院・橋雲寺・久渡寺 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

4 天明3年 4月晦日 1783 日和揚・五穀成就 ② 五山（百沢寺） 五山・長勝寺 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

5 天明3年 8月29日 1783 当作五穀成就・郡内飢渇之難
無之様ニ、御心願 ② 百沢下居宮 高岡御宮・猿賀深砂宮 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

6 天明5年 正月4日 1785 当年季候調和・五穀豊穣 ② 百沢寺・下居宮 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

7 寛政2年 正月9日 1790 五穀成就 ② 百沢下居宮 古懸（不動尊） 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

8 寛政2年 正月21日 1790 五穀成就（毎月） ② 百沢寺 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

9 寛政3年 正月10日 1791 五穀成就 ② 百沢下居宮 古懸（不動尊） 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

10 寛政2年 5月朔日 1790 聖天尊浴油供（毎月執行） ⑨ 百沢寺住職が最勝院に
おいて執行 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

11 寛政4年 12月29日 1792 武運長久・国家安全（度々地
震ニ付）

④
⑤
⑧

所々寺社 所々寺社 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

12 寛政5年 7月12日 1793 五穀成就・千部仁王経（打続
天気不順に付） ② 五山（百沢寺） 五山（最勝院申出、自分

物入にて執行） 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

13 寛政10年 8月8日 1798 不時御祈祷 ⑨ 五山（百沢寺） 五山・大社 寛政本・上巻 第8 寺社 御祈祷之部

14 享保11年 9月25日 1726 怘懸・愛宕本尊出汗 ⑦ 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第8 寺社 御出汗之部

15 安永4年 4月6日 1775 岩鬼山本地仏出汗 ⑦ 百沢御宮（下居
宮）

岩鬼山に神楽殿が無い
ため、百沢御宮にて祈祷 寛政本・上巻 第8 寺社 御出汗之部

16 寛政4年 正月元日 1792 怘懸不動尊出汗 ⑦ 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第8 寺社 御出汗之部

17 寛政4年 正月9日 1792 怘懸不動尊出汗 ⑦ 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第8 寺社 御出汗之部

18 寛政10年 6月24日 1798 岩木山鳴動（去21日夜、今八
ツ半頃） ⑧ 五山（百沢寺）・

下居宮 五山・下居宮 寛政本・上巻 第8 寺社 堂社鳴動之部

19 明和8年 2月22日 1771 救聞持法（結願） ⑨ 百沢寺 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

20 明和8年 2月11日 1771 屋形様・松五郎様・御姫様方
疱瘡除 ① 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

21 明和8年 3月10日 1771 屋佐姫様・俊姫様御疱瘡ニ付 ① 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

22 明和8年 4月5日 1771 松五郎様御疱瘡ニ付、安全 ① 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

23 明和8年 4月19日 1771 屋形様御蟄（熱）気、疱瘡除 ① 五山（百沢寺）・
下居宮 五山・薬王院 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

24 明和8年 4月20日 1771 屋形様疱瘡、為安全 ① 五山（百沢寺） 五山・神明宮・八幡宮 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

25 明和8年 6月晦日 1771 俊姫様御霍乱之御容体、御快
然 ① 五山（百沢寺） 五山・神明宮・八幡宮 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

26 明和9年 6月4日 1772 御義様御疱瘡に付 ① 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

27 安永2年 正月22日 1773 屋形様厄年ニ付 ① 百沢寺 最勝院・神宮寺・袋宮寺 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

28 安永5年 7月朔日 1776 屋形様・御前様・豊姫様、麻疹
安全 ① 五山（百沢寺） 五山・薬王院 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

29 安永6年 3月9日 1777 阿部備中守様奥様安産 ① 五山（百沢寺） 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

30 安永9年 正月22日 1780 当年屋形様御厄難退散 ① 下居宮 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

31 天明4年 12月17日 1784 上々様御祈祷（定例？） ① 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

32 天明4年 8月3日 1784 道中安全 ③ 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

33 天明6年 7月2日 1786 那須家養女願 ① 五山（百沢寺） 五山・薬王院・大円寺 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

34 寛政3年 7月朔日 1791 屋形様御浮腫罹患 ① 百沢下居宮・五
山（百沢寺）

神明宮・五山・薬王院・神
宮寺・怘懸不動尊・猿賀
深砂宮

寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

35 寛政3年 9月4日 1791 屋形様逝去に付き御守札 ① 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

36 寛政3年 11月9日 1791 星供 ① 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

37 寛政3年 9月8日 1791 屋形様・御奥様・満佐姫様御
星供 ① 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

38 寛政3年 7月27日 1791 月並祈祷御守札 ⑨ 五山（百沢寺） 五山・薬王院・大円寺 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

39 寛政4年 4月27日 1792 道中安全 ③ 五山（百沢寺） 五山 寛政本・上巻 第9 寺社 上々様御祈祷之部

40 享和2年 12月15日 1802 怘懸不動尊出汗 ⑦ 五山（百沢寺）ヵ 先例之通（五山ヵ） 第１次追録本 巻8 寺社 御出汗附り時鐘共

41 文化元年 正月元日 1804 怘懸不動尊出汗 ⑦ 五山（百沢寺）ヵ 先規之通（五山ヵ） 第１次追録本 巻8 寺社 御出汗附り時鐘共

42 寛政5年 7月12日 1793 五穀成就・千部仁王経（為風
雨順時） ② 五山（百沢寺） 五山・寺庵衆集会之上 第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能

43 寛政11年 6月22日 1799 護穀神雨乞 ② 五山（百沢寺） 四社・五山 第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能

44 寛政11年 5月8日 1799
武運長久・国家安全・岩木山
本地秘法供（岩木山御室痛
損）

④
⑤
⑧

百沢寺 第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能

45 寛政12年 4月20日 1800 国家安全・岩木山本地尊護摩
供（硫黄山出火ニ付）

⑤
⑧ 百沢寺 第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能

46 享和元年 5月21日 1801 岩木山本地尊秘法供（為御国
恩） ⑨ 百沢寺 第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能

47 文化元年 7月9日 1804 宮廻普請出来 ⑨ 百沢寺 第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能

48 文化2年 5月11日 1805 風雨順時（照続ニ付） ② 五山（百沢寺） 五山 第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能

49 文化4年 6月16日 1807 天気不正ニ付 ② 五山（百沢寺） 五山 第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能

50 文化9年 7月2日 1812 照続ニ而渇水に付 ② 下居宮 四社 第１次追録本 巻8 寺社 御祈祷・神事能
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【
史
料
五
】、
こ
れ
は
弘
前
藩
の
鎮
護
た
る
岩
木
山
本
尊
に
関
わ
る
異
変
が
、
藩
や
領
民

に
国
家
的
な
危
機
を
想
起
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

【
史
料
四
】『
御
用
格
』（
第
一
次
追
録
本
）
享
和
二
年
一
二
月
一
五
日
条

　
　
　
　
　

享
和
二
年
十
二
月
十
五
日

　
　

一
、
古
懸
不
動
尊
御
出
汗
ニ
付
、
諸
事
先
例
之
通
御
祈
祷
被
仰
付
候
事
、

【
史
料
五
】『
御
用
格
』（
第
二
次
追
録
本
）
天
保
九
年
正
月
一
七
日
条

　
　
　
　
　

天
保
九
年
正
月
十
七
日

　
　

一�

、
百
沢
寺
申
出
候
、
当
山
大
堂
岩
木
山
御
本
尊
御
出
汗
一
昨
年
よ
り
此
度
迄
及

三
度
、
乍
恐
御
太
切
之
御
儀
と
奉
存
候
、
為
御
国
恩
自
分
物
入
を
以
来
ル
廿
九

日
よ
り
三
月
十
九
日
迄
五
十
ヶ
日
之
間
御
武
運
長
久
別
段
重
秘
法
執
行
、（
後

略
）

（
２
）
災
害
に
関
わ
る
祈
祷
（
⑧
）―

硫
黄
山
出
火
を
中
心
に―

　

祈
祷
に
は
複
数
の
寺
社
に
申
し
付
け
ら
れ
る
場
合
と
、
百
沢
寺
や
下
居
宮
だ
け
に
申

し
付
け
ら
れ
た
り
、
単
独
で
自
ら
自
分
物
入
（
自
己
負
担
）
の
祈
祷
を
行
う
場
合
が
あ

る
。
百
沢
寺
や
下
居
宮
で
単
独
の
祈
祷
が
行
わ
れ
る
の
は
、
岩
木
山
に
異
変
が
あ
っ
た

と
き
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
な
「
度
々
地
震
」
の
場
合
は
、
他
の
多
く
の
寺
社
に
も
同

時
に
祈
祷
が
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岩
木
山
が
鳴
動
し
た
り
硫
黄

山
が
出
火
し
た
場
合
、
領
内
の
他
の
寺
社
で
祈
祷
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
逆
に
領
内
の

寺
社
で
本
尊
出
汗
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
五
山
に
祈
祷
が
申
し
付
け
ら
れ
、
百
沢

寺
も
祈
祷
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
岩
木
山
に
関
連
す
る
祈
祷
は
特
別
に

扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
【
表
３
】
に
見
え
る
よ
う
に
、寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
と
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

の
出
火
に
際
し
て
、
百
沢
寺
は
、
硫
黄
山
出
火
の
鎮
火
と
消
火
活
動
中
に
怪
我
人
が
無

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
藩
主
の
「
御
威
光
」
に
よ
る
も
の
だ
と
明
言
し
て
い
る
【
史

料
六
・
七
】。
藩
庁
に
と
っ
て
も
、
ま
た
別
当
寺
に
お
い
て
す
ら
、
岩
木
山
は
守
護
の
山

で
あ
り
、
藩
庁
の
公
式
記
録
に
も
同
様
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、「
御
威
光
」

に
よ
り
一
八
日
中
の
鎮
火
が
か
な
っ
た
と
し
て
い
る（

（（
（

。
当
然
、
実
際
に
は
藩
主
の
威
光

に
よ
り
鎮
火
が
か
な
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
誇
示
す
る
こ
と
に
よ
り
藩
主
の
威

光
を
領
内
に
知
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
寺
社
方
で
一
件
史
料
が
作
成
さ
れ
、
先
例
記
録
を
調
査
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
弘
前
藩
が
こ
の
硫
黄
山
出
火
を
重
視
し
、
そ
の
自
然
の
脅
威
を
鎮
め
る
た
め
に
対

応
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
出
火
を
藩
の
威
光
で
鎮
め
た
と
示
す
こ

と
で
、岩
木
山
の
脅
威
を
藩
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
、

自
然
現
象
を
調
伏
し
た
藩
の
力
を
誇
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
史
料
六
】「
出
火
一
件
」
寛
政
一
二
年
四
月
一
九
日
条�

（
傍
線
筆
者
。
以
下
同
。）

　
　

一�

、昨
十
八
日
、岩
木
山
嵩
硫
黄
山
出
火
ニ
付
、早
速
当
寺
役
人
并
当
村
庄
屋
罷
越
、

夫
々
人
夫
手
賦
之
上
相
防
候
処
、
追
々
駒
越
組
・
高
杉
組
、
其
外
組
々
よ
り
相

集
人
夫
八
百
人
位
を
以
昨
十
八
日
夜
中
九
時
過
ま
て
漸
火
不
残
相
鎮
申
候
、
急

変
ニ
付
御
役
人
中
御
詰
合
被
仰
付
、
御
太
切
之
御
場
所
御
聞
候
処
、
畢
竟
以
御

威
光
一
人
之
怪
我
も
無
候
由
有
難
候
、
相
鎮
恐
悦
至
極
奉
存
候
、（
中
略
）
何

分
に
も
左
へ
御
沙
汰
被
仰
付
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

四
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
澤
寺

【
史
料
七
】「
出
火
一
件
」
文
化
四
年
二
月
二
三
日
条

　
　

一�

、
此
度
硫
黄
山
出
火
之
節
、
以
御
威
光
今
日
昼
頃
迄
ニ
大
部
相
鎮
候
而
申
出
候
、
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此
如
遣
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

二
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
澤
寺

　

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
岩
木
山
に
関
す
る
異
変
は
同
山
へ
の
祈
祷
で
鎮
ま
る

も
の
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
他
社
へ
の
祈
祷
依
頼
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、藩
の
威
光
に
よ
り
無
難
に
し
ず
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

祈
祷
の
先
は
下
居
宮
・
百
沢
寺
に
限
定
さ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

同
様
に
、出
火
に
際
し
て
藩
主
の
威
光
に
よ
り
鎮
火
が
か
な
う
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、

百
沢
寺
で
は
安
政
三
年
の
出
火
に
際
し
て
、
な
か
な
か
鎮
火
し
な
い
の
で
、
自
分
物
入

で
祈
祷
を
行
っ
て
い
る
【
史
料
八
】。
し
か
し
、
こ
の
祈
祷
に
つ
い
て
は
、
最
勝
院
に

書
状
で
伝
達
し
た
と
こ
ろ
、
日
記
役
に
確
認
し
て
も
先
例
が
見
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。

　

だ
が
【
史
料
九
】
に
見
え
る
寛
政
一
二
年
に
行
わ
れ
た
祈
祷
が
実
は
同
様
に
自
分
物

入
で
あ
る
こ
と
が
、「
国
日
記
」
の
記
述
か
ら
判
明
す
る（

（（
（

。
こ
の
二
件
の
違
い
は
、
寛

政
一
二
年
の
も
の
は
国
家
安
全
の
祈
祷
で
あ
り
、
安
政
三
年
の
も
の
は
鎮
火
を
祈
願
し

て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
家
安
全
の
祈
祷
を
と
も
な
う
場
合
に
は
問
題

な
い
祈
祷
が
、
単
純
に
鎮
火
を
願
う
場
合
は
、
許
可
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
硫
黄
山
・
岩
木
山
の
出
火
に
際
し
て
の
祈
祷
は
、
国
家
安
全
祈
祷
と
同
時
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
旨
と
さ
れ
て
お
り
、
岩
木
山
の
出
火
が
国
家
安
全
を
阻
害
し
得
る
事

件
と
認
識
さ
れ
、
岩
木
山
変
事
は
国
家
的
危
機
を
想
起
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
般
に
災
害
発
生
に
際
し
て
、
藩
庁
が
最
も
警
戒
す
る
の
は
人
心
の
動
揺
と
、
そ
れ

に
と
も
な
う
治
安
の
悪
化
な
ど
で
あ
る
。
硫
黄
山
の
出
火
も
、
そ
の
事
態
が
知
れ
渡
る

と
「
夫そ

れ

よ
り
騒
ぎ
出

　（
ル
ビ
筆
者
）し（

（（
（

」
と
記
さ
れ
る
通
り
、
人
々
の
間
に
は
動
揺
が
広
が
り
、
弘
前

の
本
町
な
ど
で
も
煙
の
立
ち
上
る
様
子
を
確
認
し
よ
う
と
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
、「
金
木
屋
日
記
」
に
確
認
で
き
る
。

【
史
料
八
】「
出
火
一
件
」
安
政
三
年
四
月
一
八
日
条�

（〈　

〉内
は
割
注
。
／
は
改
行
。）

　
　

一�

、
此
度
硫
黄
山
之
出
火
有
之
、
相
鎮
不
申
候
間
、
先
例
之
通
、
自
分
物
入
を
以

鎮
火
御
祈
祷
執
行
仕
候
、
此
段
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　

四
月
一
八
日
〈
八
ツ
半
時
過
、
最
勝
院
／
江

書
を
以
申
出
上
る
、〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
澤
寺

　
　
　
　

最
勝
院
様
〈
○�

此
申
出
御
用
所
江

差
上
候
処
、
詮
儀
之
処
、
先
例
相
見
得
／

不
申
候
間
、
相
返
候
様
御
日
記
役
江

被
仰
付
候
趣
ニ
而
、
同

所
よ
り
／
紙
面
ヲ
以
申
来
候
間
、
最
勝
院
江

相
返
申
候
、〉

【
史
料
九
】「
出
火
一
件
」
寛
政
一
二
年
四
月
一
九
日
条

　
　

一�

、
此
度
岩
木
山
嵩
硫
黄
山
出
火
ニ
付
、
於
当
寺
昨
一
八
日
よ
り
廿
四
日
迄
一
七

日
之
間
、
御
国
家
安
全
之
御
祈
祷
、
岩
木
山
本
地
尊
護
摩
供
執
行
仕
候
、
依
而

右
結
願
相
済
次
第
御
守
札
差
上
申
度
被
仰
候
、
此
如
被
仰
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

廿
日
伺
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
澤
寺

（
３
）
蝦
夷
地
警
備
に
関
す
る
祈
祷
（
⑥
）

　

長
谷
川
成
一
氏
に
よ
れ
ば
、
弘
前
八
幡
宮
の
国
家
安
全
・
武
運
長
久
祈
祷
は
、
寛
政

四
年
九
月
の
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
に
と
も
な
う
弘
前
藩
の
出
兵
を
契
機
と
し
て
執
行
さ
れ

た
と
い
う（

（（
（

。
同
様
に
、
百
沢
寺
で
行
わ
れ
た
国
家
安
全
・
武
運
長
久
の
祈
祷
も
寛
政
四

年
一
二
月
に
開
始
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

興
味
深
い
の
は
、
そ
れ
ら
の
祈
祷
が
百
沢
寺
の
場
合
、
災
害
の
祈
祷
と
同
時
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
通
り
、
災
害
に
関
す
る
祈
祷
（
⑧
）
は
武
運
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長
久
（
④
）・
国
家
安
全
（
⑤
）
の
祈
祷
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
同
時
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
【
表
４
】。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
全
て
が
寛
政
四
年
以
降
の
寛

政
年
間
に
行
わ
れ
て
お
り
、
蝦
夷
地
出
兵
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

武
運
長
久
や
国
家
安
全
の
祈
祷
は
、
ま
さ
に
国
家
的
な
危
機
に
際
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蝦
夷
地
出
兵
が
弘
前
藩
の
国
家
的
な
重
要
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
岩
木
山
の
変
事
や
領
内
の
地
震
は
、
対
外
危
機

に
対
し
て
領
内
の
危
機
で
あ
り
、
蝦
夷
地
出
兵
と
同
等
に
扱
わ
れ
る
ほ
ど
重
要
な
事
項

で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
鎮
守
た
る
岩
木
山
が
変
事
な
く
あ

る
こ
と
が
領
内
の
平
穏
に
も
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
ま
た
藩
国
家
安
全
の
象
徴
と
も
な
っ

た
。
領
内
が
平
穏
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
安
心
し
て
対
外
危
機
に
対
応
で
き
る
と
考
え

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
五
穀
成
就
と
同
様
に
領
内
の
平
安
を
祈
る
こ
と
は
、
撫
民
に

も
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
り
、
領
内
が
平
安
で
治
安
の
良
好
な
状
態
を
維
持
で
き
る
こ
と

は
、
藩
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

四
、
領
主
権
力
と
岩
木
山
の
統
制

　

南
部
氏
か
ら
津
軽
領
を
奪
い
、
近
世
大
名
と
し
て
独
立
し
た
弘
前
藩
初
代
藩
主
津
軽

為
信
は
、
は
じ
め
本
拠
地
を
大
浦
城
に
置
い
て
い
た
。
為
信
の
津
軽
統
一
は
岩
木
山
を

間
近
に
望
む
こ
の
地
に
始
ま
り
、
岩
木
山
の
神
霊
に
よ
っ
て
為
信
は
卍
字
と
錫
杖
の
馬

印
を
与
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
た
め
、
弘
前
藩
主
家
に
お
い
て
、
岩
木
山
に
対
す
る
信
仰
は
代
々
厚
い
も
の
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
岩
木
山
神
社
の
維
持
管
理
と
い
っ
た
面
に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
お

り
、
先
述
し
た
よ
う
に
岩
木
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
範
囲
が
津
軽
領
で
あ
る
と
い
っ

た
考
え
方
か
ら
も
、
鎮
守
と
し
て
の
岩
木
山
の
役
割
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

弘
前
藩
に
と
っ
て
宗
教
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
制
の
道
具
で
あ
り
、
宗
教
勢
力
は
権
力

の
手
中
で
し
か
活
動
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
江
戸
幕
府
が
初
期
か
ら
宗
教
統

制
を
行
い
、
徳
川
家
康
自
身
が
神
と
し
て
東
照
宮
に
祀
ら
れ
た
例
も
あ
る
が
、
弘
前
藩

で
四
代
藩
主
信
政
が
高
照
霊
社
と
し
て
祀
ら
れ
た
こ
と
も
同
様
の
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ

う
。
四
代
藩
主
信
政
は
、
自
ら
を
岩
木
山
信
仰
の
中
に
組
み
入
れ
位
置
づ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
逆
に
弘
前
藩
と
岩
木
山
信
仰
の
繋
が
り
を
強
固
に
し
た
の
で
あ
る
。
岩
木
山

へ
の
信
仰
は
弘
前
藩
主
家
祖
先
へ
の
信
仰
と
癒
着
し
、
弘
前
藩
と
藩
主
の
威
光
を
高
め

た
。
岩
木
山
に
対
す
る
領
民
の
畏
敬
の
念
は
、
そ
の
ま
ま
岩
木
山
を
維
持
管
理
す
る
弘

前
藩
と
同
山
に
祀
ら
れ
る
過
去
の
藩
主
ら
へ
向
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
岩
木
山
が
津
軽
領
を
鎮
守
す
る
と
い
う
思
想
の
根
源
に
は
、
こ
の
よ
う
な
弘
前

藩
と
岩
木
山
信
仰
の
強
力
な
癒
着
・
同
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
岩
木
山

が
近
世
期
に
弘
前
藩
の
統
治
下
で
多
量
の
死
者
や
被
害
を
と
も
な
う
よ
う
な
大
規
模
な

火
山
災
害
を
引
き
起
こ
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
藩
の
威
光
を
さ
ら
に
堅
固
な
も
の
と
し

た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
藩
国
家
に
お
い
て
領
主
権
力
と
宗
教
の
関
わ
り
方
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

長
谷
川
成
一
氏
は
「
近
世
北
奥
大
名
と
寺
社
」
に
お
い
て
、弘
前
八
幡
宮
古
文
書
（
弘

前
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に
見
え
る
祈
祷
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
上
で
、
藩
体

制
の
維
持
強
化
に
寺
社
が
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
、
蝦

夷
地
警
備
に
つ
い
て
の
祈
祷
に
重
き
が
置
か
れ
、
近
世
後
期
北
奥
大
名
の
寺
社
の
役
務

と
し
て
藩
国
家
安
全
祈
祷
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

ま
た
、
御
告
御
用
は
高
照
神
社
に
お
い
て
「
御
告
書
付
」（
高
照
神
社
に
報
告
す
る

内
容
を
記
し
た
一
紙
文
書
）
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
詳
し
く
検
討

さ
れ
た
瀧
本
壽
史
氏
は
、
そ
の
本
格
化
は
享
和
年
間
以
降
で
あ
り
、
さ
ら
に
御
告
内
容

か
ら
見
て
、
そ
の
背
景
に
も
蝦
夷
地
警
備
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
御
告
御
用
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は
、
対
外
危
機
を
契
機
と
し
た
藩
国
家
の
危
機
へ
の
対
応
と
捉
え
ら
れ
る
と
い
う（

（（
（

。

　

前
述
の
通
り
、
八
幡
宮
の
祈
祷
は
、
寛
政
四
年
九
月
の
ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
に
と
も
な

う
弘
前
藩
の
出
兵
を
契
機
と
し
て
執
行
さ
れ
た
。
同
様
に
、
百
沢
寺
で
行
わ
れ
た
国
家

安
全
・
武
運
長
久
の
祈
祷
も
寛
政
四
年
一
二
月
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
藩
主
の

威
光
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
の
も
、
寛
政
一
二
年
と
文
化
四
年
の
二
件
の
硫
黄
山

出
火
で
あ
り
、
こ
の
二
件
は
蝦
夷
地
出
兵
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
に
発
生
し
て
い
る
。

硫
黄
山
出
火
に
対
し
、
同
時
に
国
家
安
全
の
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
藩
主
の

威
光
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
外
危
機
と
い
う
国
家
的
危
機
に
際
し
、
領
内
の

安
全
に
つ
い
て
祈
祷
を
行
い
、
藩
主
の
権
威
を
強
く
打
ち
出
す
こ
と
で
、
藩
領
＝
藩
国

家
を
領
内
か
ら
鎮
守
す
る
岩
木
山
と
、
対
外
危
機
か
ら
国
家
を
守
護
す
る
弘
前
藩
と
い

う
万
全
の
体
制
を
誇
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
代
藩
主
信
枚
期
に
設
定
さ
れ
た
真
言
五
山
の
制
度
は
、
本
末
関
係
が
細
か
く
規
定

さ
れ
、
仏
教
や
神
道
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
勢
力
は
ま
さ
に
弘
前
藩
に
支
配
さ
れ
て
き

た
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
撫
民
の
た
め
の
祈
祷
は
領
主
権
力
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
領
主
支
配
下
に
無
い
宗
教
者
は
存
在
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
証
拠
に
、
藩

政
期
を
通
じ
て
民
間
の
宗
教
や
祈
祷
は
堅
く
禁
じ
ら
れ
、
特
に
津
軽
地
域
に
お
い
て
古

く
か
ら
見
ら
れ
る
民
間
宗
教
者
は
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
実
際
、「
弘

前
藩
庁
日
記
」
に
も
災
害
発
生
後
な
ど
に
民
間
宗
教
者
が
占
い
を
し
て
人
心
を
動
揺
さ

せ
る
こ
と
が
あ
り
、不
届
き
で
あ
る
と
し
て
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、

幕
末
期
に
至
っ
て
も
な
お
そ
の
よ
う
な
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
間
宗
教

者
は
後
を
絶
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
弘
前
藩
の
真
言
五
山
の
な
か
に
は
、
下
居
宮
の
別
当
寺
百
沢
寺
が
そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
。
下
居
宮
を
支
配
管
理
す
る

百
沢
寺
は
、
完
全
に
弘
前
藩
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
領
内
支
配
の
た

め
の
弘
前
藩
の
政
治
的
権
威
は
、
領
民
の
岩
木
山
信
仰
を
統
括
す
る
百
沢
寺
と
下
居
宮

を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
的
権
威
に
裏
付
け
ら
れ
た
独
特
の
性
格
を
形
作
っ
た

の
だ
と
言
え
よ
う
。

　

本
来
、
寺
社
で
の
祈
祷
は
、
領
民
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
日
照
り
や
不
作
な
ど
に
対
し

て
行
わ
れ
、五
穀
成
就
を
祈
願
し
領
民
が
す
こ
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

撫
民
的
な
政
策
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
す
な
わ
ち
藩
の
権
威
回
復
に
繋
が
っ
た
。【
表
４
】

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
下
居
宮
や
百
沢
寺
で
行
わ
れ
る
祈
祷
の
中
で
も
不
作
な
ど
に
関

す
る
も
の
（
②
）
が
二
割
近
く
を
占
め
、
藩
主
関
係
の
祈
祷
（
①
）
や
出
汗
（
⑦
）
に

次
い
で
三
番
目
に
多
い
。
地
震
な
ど
の
そ
の
他
の
災
害
（
⑧
）
を
あ
わ
せ
る
と
、
実
に

祈
祷
全
体
の
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
割
程
度
で
あ
る
藩
主
家
関
係
の

祈
祷
を
上
回
る
数
値
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

は
じ
め
に
、
岩
木
山
の
火
山
災
害
4

4

の
記
録
は
多
く
は
残
さ
れ
て
い
な
い
と
書
い
た
。

だ
が
、
記
述
の
よ
う
に
小
規
模
な
が
ら
火
山
活
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
と
、
そ
れ

ら
に
対
応
し
た
弘
前
藩
や
領
民
の
種
々
の
活
動
に
つ
い
て
の
記
録
は
多
く
残
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
岩
木
山
は
津
軽
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
ま

た
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
そ
の
美
し
い
姿
を
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
近
世
期
に
は
絵
画

だ
け
で
な
く
、
国
絵
図
を
は
じ
め
と
す
る
絵
図
類
に
も
、
そ
の
壮
麗
な
青
い
山
を
見
る

こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。
そ
こ
に
は
、火
山
と
し
て
の
岩
木
山
の
姿
は
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

こ
れ
が
ま
さ
に
近
世
期
津
軽
の
人
々
の
見
た
「
岩
木
山
」
を
象
徴
し
て
い
る
と
、
私
は

思
う
。

　

火
山
は
怒
れ
る
山
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
各
地
の
火
山
は
歴
史
上
大
規

模
災
害
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
が
ま
た
山
へ
の
畏
敬
の
念
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
山
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が
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
る
事
例
は
、岩
木
山
だ
け
で
な
く
各
地
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

岩
木
山
が
災
害
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
火
山
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
、
同
山
が

近
世
期
を
通
じ
て
鳴
動
や
水
蒸
気
爆
発
、
発
光
な
ど
の
火
山
活
動
を
常
に
行
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
も
か
な
り
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
中
で
も
硫
黄
山
出
火
は
特
徴
的
な
火
山
活
動
で
あ
っ
た
。
出
火
の
主
な
原
因
は

火
山
性
の
活
動
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
後
の
延
焼
は
露
出
し
て
い
る
硫
黄
が
燃
え
て
い

る
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
人
力
で
ど
う
に
か
消
火
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
直
接

的
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
危
険
を
冒

し
消
火
活
動
に
加
わ
っ
た
り
、
出
火
の
情
報
を
得
て
動
揺
す
る
民
衆
の
姿
か
ら
は
、
岩

木
山
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
関
心
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
消
火
活
動
に
直
接
加
わ
ら

ず
と
も
、
消
火
の
人
夫
た
ち
へ
の
賄
い
を
供
出
し
た
り
、
出
火
の
顛
末
を
事
細
か
に
記

し
置
く
豪
商
金
木
屋
敬
之
ら
の
行
動
も
、
そ
れ
が
領
民
に
と
っ
て
重
大
な
事
件
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。そ
し
て
、領
民
の
尽
力
と
藩
主
の
威
光
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
こ
の
自
然
現
象
は
、
そ
れ
を
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
お
い
て
藩

の
権
威
を
回
復
も
し
く
は
増
幅
す
る
効
果
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

近
世
期
を
通
じ
て
岩
木
山
は
そ
の
怒
り
に
よ
っ
て
領
内
に
大
規
模
な
被
害
や
死
者
を

発
生
さ
せ
る
こ
と
は
、
と
う
と
う
無
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
岩
木
山
を
鎮
守
の
山
と
す
る
、

旧
津
軽
領
特
有
の
信
仰
圏
を
確
立
す
る
ひ
と
つ
の
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

　

弘
前
藩
は
初
代
藩
主
為
信
か
ら
、
岩
木
山
信
仰
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
。
霊

山
岩
木
山
に
よ
っ
て
卍
字
と
錫
杖
を
与
え
ら
れ
、
盛
岡
藩
か
ら
の
独
立
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
と
す
る
伝
説
は
、
岩
木
山
の
霊
威
を
自
ら
の
も
の
と
す
る
、
為
信
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
統
制
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
弘
前
藩
に
限
ら
ず
歴
代
の
権
力
者
は
そ
の
よ

う
な
信
仰
に
関
わ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
打
ち
出
し
、
自
ら
の
行
動
や
思
想
を
正
当
化
す

る
後
ろ
盾
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
岩
木
山
信
仰
に
つ
い
て
は
、
同
山
内
の

敷
地
に
四
代
藩
主
が
祀
ら
れ
る
こ
と
で
、
弘
前
藩
の
藩
体
制
に
寺
社
が
組
み
込
ま
れ
る

と
い
う
よ
り
は
、
弘
前
藩
は
岩
木
山
信
仰
と
癒
着
・
同
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、単
純
に
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
岩
木
山
関
連
の
寺
社
修
復
を
行
う
こ
と
で
も
、

弘
前
藩
は
そ
の
権
威
を
示
し
て
き
た
。

　

弘
前
藩
に
お
い
て
、岩
木
山
に
関
連
す
る
大
規
模
災
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、

二
つ
の
意
味
で
幸
運
で
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
に
は
、
壊
滅
的
と
も
な
り
か
ね
な
い
火
山
性

災
害
へ
の
対
応
を
近
世
期
を
通
じ
て
行
わ
な
く
て
も
良
か
っ
た
こ
と
。
い
ま
一
つ
は
、

岩
木
山
信
仰
に
裏
付
け
ら
れ
た
自
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
権
威
を
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　

岩
木
山
に
関
す
る
藩
の
対
応
は
、
硫
黄
山
出
火
の
消
火
作
業
だ
け
で
は
な
い
。
岩
木

山
に
関
連
す
る
種
々
の
現
象
に
対
し
て
、
祈
祷
を
行
う
こ
と
も
藩
の
支
配
す
る
寺
社
に

お
い
て
重
要
な
役
務
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、長
谷
川
成
一
氏
や
瀧
本
壽
史
氏
に
よ
り
、

弘
前
八
幡
宮
や
高
照
神
社
に
お
い
て
の
祈
祷
や
御
告
御
用
か
ら
、
藩
体
制
の
維
持
強
化

に
寺
社
が
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
が
、
下
居
宮
や
百
沢

寺
で
執
行
さ
れ
る
祈
祷
も
同
様
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
岩
木

山
変
事
の
祈
祷
は
、
例
え
ば
出
汗
な
ど
他
の
変
事
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
重
大
な
祈
祷

と
し
て
捉
え
ら
れ
、
蝦
夷
地
出
兵
に
際
し
て
は
下
居
宮
・
百
沢
寺
で
同
時
に
国
家
安
全

の
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
弘
前
藩
と
岩
木
山
が
内
外
の
危
機
か
ら
藩
領
す

な
わ
ち
藩
国
家
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
示
し
、
藩
に
と
っ
て
も
領
民
に
と
っ

て
も
そ
れ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
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〔
謝
辞
〕

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
弘
前
大
学
人
文
学
部
・
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
教
授
の

長
谷
川
成
一
先
生
に
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
青
森
県
史
編
さ
ん
室
の
市
毛
幹
幸

氏
、
弘
前
大
学
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
の
岩
森
譲
氏
、
弘
前
大
学
大
学
院
人
文
社
会

科
学
研
究
科
の
蔦
谷
大
輔
氏
に
は
、
様
々
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
弘
前
南
高

等
学
校
の
福
井
敏
隆
氏
に
は
図
版
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
図
版
の
掲
載

に
つ
い
て
、
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
の
小
山
秀
樹
氏
、
青
森
県
立
郷
土
館
の
竹
村
俊
哉

氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
英
文
要
旨
の
作
成
に
つ
い
て
は
、弘
前
大
学
人
文
学
部
・

大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
の
石
堂
哲
也
先
生
、
弘
前
大
学
大
学
院
地
域
社
会

研
究
科
のBERSO

N
 M

A
X

IM
E

氏
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
査
読
者
か
ら
も
有

益
な
ご
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
脱
稿
後
、
村
崎
真
智
子
氏
の
『
阿
蘇
神
社
祭
祀
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
九
三
年
）
の
存
在
を
知
っ
た
。

　

民
俗
学
の
視
点
か
ら
体
系
的
に
阿
蘇
神
社
の
祭
祀
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
古
代
・
中
世
に
お
い
て
火
口
の
様
子
を
中
央
政
権
に
報
告
し
続
け
る
こ
と

で
、
次
第
に
阿
蘇
神
社
の
宮
司
、
阿
蘇
氏
の
影
響
力
が
増
大
し
、
近
世
期
に
一
時
力
を

失
う
が
、
後
に
復
権
し
、
近
代
に
は
官
幣
大
社
と
し
て
の
高
い
地
位
を
得
る
に
至
っ
た

と
い
う
。

　

常
に
火
山
活
動
を
続
け
畏
怖
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
阿
蘇
山
が
、
歴
史
時
代
を
通
じ

て
大
規
模
災
害
を
発
生
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
管
理
者
と
し
て
の
阿
蘇
氏
の
権

力
を
増
大
さ
せ
た
経
緯
は
、
時
代
や
地
域
の
差
こ
そ
あ
れ
、
岩
木
山
の
事
例
と
の
共
通

性
が
認
め
ら
れ
、
今
後
の
比
較
検
討
な
ど
を
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）　�

災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報
告
書
『1783 

天
明
浅
間
山
噴
火
』（
内
閣
防
災
会

議
・
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
四
月
九
日
、
浅
間
山
が
噴
火
し
、

降
下
し
た
火
砕
物
に
よ
り
家
屋
の
焼
失
や
倒
壊
、
用
水
被
害
や
交
通
遮
断
等
が
起
こ
す
と
と
も

に
、
鎌
原
火
砕
流
・
岩
屑
な
だ
れ
と
天
明
泥
流
に
よ
り
浅
間
山
北
麓
か
ら
利
根
川
流
域
を
中
心

と
す
る
関
東
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
死
者
は
一
六
二
四
人
に
も
及
ぶ
と
い
う
。

ま
た
、
北
原
糸
子
氏
の
『
日
本
災
害
史
』（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
と
、「
島
原

大
変
肥
後
迷
惑
」
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
年
）
の
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
お
よ
び
そ
の
後
の

眉
山
の
山
体
崩
壊
、
そ
れ
に
と
も
な
う
津
波
災
害
を
指
す
。
津
波
は
島
原
対
岸
の
肥
後
（
熊
本

県
）
に
も
大
き
な
被
害
を
与
え
た
の
で
こ
の
よ
う
に
名
付
け
ら
れ
た
。
有
明
海
に
達
し
た
土
砂

の
衝
撃
に
よ
っ
て
発
生
し
た
高
波
が
、
島
原
の
対
岸
の
肥
後
国
天
草
に
襲
い
か
か
り
、
肥
後
の

海
岸
で
の
反
射
波
が
島
原
を
再
び
襲
っ
た
。
こ
の
災
害
に
よ
る
死
者
は
合
計
一
万
五
〇
〇
〇
人

に
も
及
び
、
日
本
有
史
以
来
最
大
の
被
害
者
数
の
火
山
災
害
と
な
っ
た
。

（
２
）　�

池
上
良
正
「
岩
木
山
信
仰
の
近
世
的
淵
源―

宗
教
学
的
視
点
か
ら
の
一
考
察―

」（
長
谷
川
成

一
編
『
津
軽
藩
の
基
礎
的
研
究
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

（
３
）　�

小
舘
衷
三
『
岩
木
山
信
仰
史
』（
北
方
新
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
４
）　�

地
域
総
合
展
「
岩
木
山
展
」
展
示
解
説
書
『
岩
木
山
』（
青
森
県
立
郷
土
館
、
一
九
八
九
年
）

（
５
）　�

和
歌
森
太
郎
編
『
津
軽
の
民
俗
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）

（
６
）　
（
４
）
同
掲
書
。
ト
レ
ー
ス
図
は
福
井
敏
隆
氏
の
作
成
。

（
７
）　�「
弘
前
藩
庁
日
記
（
国
日
記
）」
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
五
月
二
二
日
条
。
ま
た
、
嶽
湯
治
関

係
に
つ
い
て
は
、
黒
瀧
十
二
郎
「
嶽
温
泉
と
岩
木
山
信
仰
」（
黒
瀧
十
二
郎
『
弘
前
藩
政
の
諸

問
題
』、
北
方
新
社
、
一
九
九
七
年
）
に
詳
し
い
。

（
８
）　�

火
山
活
動
に
と
も
な
い
発
生
す
る
落
雷
現
象
。
火
山
活
動
に
よ
り
火
山
性
ガ
ス
や
火
山
灰
な
ど

が
吹
き
上
げ
ら
れ
る
と
、
通
常
、
ガ
ス
は
＋
（
プ
ラ
ス
）、
火
山
灰
は
－
（
マ
イ
ナ
ス
）
に
帯

電
し
て
お
り
、
吹
き
上
げ
ら
れ
た
溶
岩
の
破
片
が
冷
却
さ
れ
て
ガ
ス
が
出
る
と
き
や
、
溶
岩
が

破
壊
さ
れ
る
と
き
に
も
電
荷
が
発
生
す
る
。
他
に
も
火
山
灰
同
士
が
摩
擦
し
あ
っ
て
帯
電
す
る

こ
と
も
あ
り
、
放
電
・
落
雷
す
る
。

（
９
）　�（
２
）
同
掲
論
文
。
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（
10
）　�

長
谷
川
成
一
校
訂
『
御
用
格
』
寛
政
本
、
長
谷
川
成
一
監
修
『
御
用
格
』
第
一
次
追
録
本
～
第

三
次
追
録
本
（
弘
前
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一
～
二
〇
〇
二
年
）

（
11
）　�
工
藤
白
竜
編
『
津
軽
俗
説
選
』（
青
森
県
学
校
図
書
館
協
議
会
、
一
九
五
一
年
）

（
12
）　�

本
史
料
は
、
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
所
蔵
の
史
料
で
、
一
三
丁
の
薄
い
冊
子
で
あ
る
。「
岩
木

山
嵩
硫
黄
山
出
火
一
件
」の
表
題
が
示
さ
れ
て
お
り
、そ
の
傍
に「
寺
社
方
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

�　

表
題
に
示
さ
れ
る
通
り
岩
木
山
の
硫
黄
山
（
硫
黄
平
と
も
）
の
出
火
に
つ
い
て
、
年
代
ご
と

に
「
御
用
留
」
か
ら
書
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。「
弘
前
藩
庁
日
記　

国
日
記
」
に
記

さ
れ
て
い
る
内
容
と
共
通
の
場
合
が
多
い
が
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
の
史
料
も
「
御
用
留
」
を
も
と

に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
国
日
記
」
は
、
他
の
史
料
も
参
照
し
て
い
る
。

　
　
　

�　

記
さ
れ
て
い
る
出
火
年
代
は
、
寛
政
一
二
年
、
文
化
四
年
、
嘉
永
二
年
、
安
政
三
年
で
あ
り
、

そ
の
他
に
も
、途
中
に
「
御
日
記
役

江
詮
儀
之
表
」
と
あ
り
、文
化
一
〇
年
（
二
回
）、文
政
六
年
、

同
一
一
年
の
出
火
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
寺
社
方
で「
出
火
一
件
」を
作
成
す
る
に
あ
た
っ

て
、
日
記
方
に
問
い
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
寛
政
一
二
年
出
火
に
つ
い
て
の
記
述

の
中
に
「
去
ル
寅
年
三
月
」
出
火
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
寛
政
六
年
の
出
火
を

指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
政
六
年
か
ら
安
政
三
年
ま
で
の
合
計
九
件
の
出
火
に
つ
い
て
、

こ
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

　
　
　

�　

史
料
成
立
年
代
は
安
政
三
年
六
月
一
四
日
以
降
、
そ
れ
ほ
ど
年
月
が
経
過
し
な
い
う
ち
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
本
稿
で
は
同
史
料
を
「
出
火
一
件
」
と
略
記
し
て
い
る
。

（
13
）　�「
金
木
屋
日
記
」（
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
所
蔵
）安
政
三
年（
一
八
五
六
）四
月
一
八
日
条
。「
金

木
屋
日
記
」
は
、
造
酒
屋
山
一
金
木
屋
又
三
郎
（
武
田
正
三
郎
敬
之
）
の
記
し
た
日
記
で
、
又

三
郎
が
弘
前
近
郷
の
賀
田
（
現
弘
前
市
賀
田
）
在
住
時
の
も
の
で
あ
る
。
金
木
屋
は
家
老
職
大

道
寺
家
や
諸
役
人
と
交
流
が
あ
っ
た
た
め
、
津
軽
家
中
の
記
事
も
多
く
、
江
戸
を
は
じ
め
と
す

る
各
地
の
情
報
も
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
岩
木
山
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
に
対
す
る

描
写
、
近
郷
地
域
で
発
生
し
た
事
件
な
ど
に
つ
い
て
は
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　�（
13
）
同
日
条
。
現
在
の
単
位
に
換
算
す
れ
ば
、
五
四
・
五
メ
ー
ト
ル
×
一
四
五
・
五
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。

（
15
）　�「
出
火
一
件
」
同
日
条
に
も
、「
硫
黄
山
出
火
、
今
日
五
ツ
時
見
分
之
処
、
幅
八
拾
間
位
、
長
サ

三
拾
間
余
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　�「
金
木
屋
日
記
」（
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
所
蔵
）
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
四
月
一
九
日
条

（
17
）　�「
弘
前
藩
庁
日
記
（
国
日
記
）」
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
四
月
二
〇
日
条
に
「
此
度
硫
黄
山

出
火
之
処
、
以
御
威
光
、
昨
十
八
日
夜
中
迄
、
相
鎮
候
」
と
あ
る
。

（
18
）　�（
17
）
同
日
条
。「
岩
木
嵩
硫
黄
山
出
火
二
付
、
百
沢
寺
よ
り
御
国
家
御
安
全
御
祈
祷
、
自
分
物

入
を
以
相
勤
」
と
あ
る
。

（
19
）　
（
13
）
同
日
条
。

（
20
）　�

長
谷
川
成
一
「
近
世
北
奥
大
名
と
寺
社
」（
尾
藤
正
英
先
生
還
暦
記
念
会
『
日
本
近
世
史
論
叢
』

上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）

（
21
）　�【
表
４
】
参
照
。
ほ
と
ん
ど
の
国
家
安
全
・
武
運
長
久
の
祈
祷
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

以
降
の
寛
政
年
間
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
22
）　
（
３
）
同
掲
書
。

（
23
）　
（
20
）
同
掲
論
文
。

（
24
）　�

瀧
本
壽
史
「
弘
前
藩
「
御
告
御
用
」
の
基
礎
的
考
察
」（『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
九
八
号
、

一
九
九
五
年
）

（
25
）　�

長
谷
川
成
一
・
白
石
睦
弥
「
後
期
津
軽
領
の
災
害
対
応
」（
浪
川
健
治
・
佐
々
木
馨
編
『
北
方

社
会
史
の
視
座
』
第
二
巻
、
清
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）、
拙
稿
「
近
世
後
期
津
軽
領
の
災
害
像

︱
明
和
津
軽
地
震
の
被
害
と
救
済
を
中
心
に
︱
」（
長
谷
川
成
一
監
修
、
浪
川
健
治
・
河
西
秀

通
編
『
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
社
会
変
容
︱
創
造
さ
れ
る
歴
史
像
』、岩
田
書
院
、二
〇
〇
八
年
）

（
26
）　
（
４
）
同
掲
書
。
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Abstract：
　Mount Iwaki is a peak standing alone at 1625 meters above sea level in the Tsugaru region of 
Aomori Prefecture. It is a volcano, but no large-scale volcanic disaster was recorded to have oc-
curred in the early modern times.
　However, in the history of volcanic activities of Mt. Iwaki, there were brimstone eruptions 
called the “Ioyama Eruptions”. They were sulfuric flame propagations caused by the volcanic 
steam-blast eruptions, but were almost of no consequence to the population of the castle town 
and the nearby villages. While people of the Hirosaki Clan showed signs of panic, they still 
fought against the flames voluntarily.
　What is different from other volcanic disaster is that the efforts taken by the people and the 
lord of the clan were believed to have controlled the flames. As the eruptions had no catastroph-
ic consequences, and the sulfurous flames were subdued, the seigniory of Hirosaki Clan was 
greatly improved after the disaster.
　For the Hirosaki Clan, Mt. Iwaki-worship, was a strong belief, as it was shown by the opera-
tion and maintenance of the Ori-i-no-miya Shrine and Hyakutaku-ji Temple at the foot of Mt. 
Iwaki. In addition, Tsugaru Nobumasa, the fourth lord of the clan, was buried according to Shin-
to rites on Mt. Iwaki, which reinforced the ties between the Hirosaki Clan and Mt. Iwaki wor-
ship. Even today, the area of Mt. Iwaki worship overlaps with the Tsugaru region; the believes 
in Iwaki have continued uninterrupted since the early modern ages.
　Devotional services, or prayer meetings, were held at Ori-i-no-miya Shrine and Hyakutaku-
ji Temple, when Mt. Iwaki was in activity and during natural disasters like earthquakes, and 
when the Hirosaki Clan troops were dispatched to Ezo-chi, now Hokkaido. This demonstrated 
that the Hirosaki Clan, along with Mount Iwaki, would protect the fief against the damages from 
within as well as from without, all the while consolidating the clan system as well.

Key word：�Mt. Iwaki Ascetism, Ioyama Eruptions, Hirosaki Clan, Seigniory

Mt. Iwaki Ascetism and Seigniory.
Focus on Ioyama Eruptions
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